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大 正 十 二 年 七 月 き リ 私 へ 交 部 省 ク 在外 研究 員 + シテ 欧米 = 派遣 サレ テ 
L2 74kH—i3 52.4 39] A JG > AL, = SR = 7 AE 
植物 標本 ノ 研 究 ラ 嘱託 シタ 。 42> Bae =v 2 IS 7 OY > aly 7 
明 = 服 スル 所 以 デ アル 。 Kiel v7 or HEA AS v iis ov 7 3822 27 SHB 
モ と マラ ャ 、 印 度 、 了 欧洲 、 北 米 等 クノ 植物 = 賞 テ アッ タ ノ ガ 果 シ テ 正 営 デ 
PraAGay FEF AA jv SCH = 7 dg v—2:-294Jgl-7 
ヶ 時 = ス へ 其 等 クノ 名 = ミス 用 キ 來 リノ 4% 7 IEG = Hz 朝鮮 植物 = 適用 
シテ アル カラ 、 其 ガ 果 シテ 中 ナ ンカ 否 カ ラ 確 メ ヌ ネ ナラ ネ ヌ 。 此 問題 へ 學 
問 上 = ェ 産 業 上 = eK US 7, BA baa ~- WME HSH 
マラ ャ 、 印 度 、 了 欧洲 、 北 米 等 + 共 有 ノ 草木 が アル カ 否 カス 分 布 論 等 = 異 
ッ タ 燃 租 ラド サナ ネ マ ナラ ヌコ トト ナァ 。 双 林業 上 カラ 言 へ 同一 種 デ ア 
ルケ ナラ で ネギ 同一 カ 又 へ 相似 タ 取 扱 ラ シテ ョ ク 、 又 材 ヽ 代用 品 = ニ スケ ュ 
トカ 出来 ルケ ガ 、 若 と 異 種 デ アル ナラ ペペ 杖 苗 ヨリ 始 メ テ 全 ク 異 ナッ タ 取 扱 
ラ シ ナ ク テ ハ ナラ ミネ ヌ 、 又 材 ノ 性 貨 モ 異 ナ シュ トニ ナル カラ デア ん 。 然 シ 
此 問 題 ラ 根本 的 = 解決 ス さ キ 所 へ 日 本 國 肉 = へ 何 庶 = ニモ ナイ 。 ドウ シテ 
モ 世 界 中 ノ 植 物 標本 ラ 集 メ 、 天 含 クノ 診 考 書 ラ 慕 積 シテ 居 ん 所 クノ 欧米 クノ 大 
研究 所 ( 國 立 博物 館 ク 研究 所 駐 へ 園 立 植物 園 ノ 研 究 所 ) デシ ナク テス ナ 
ZSFAE 

顧 ミ レ 明 治 三 十 九 年 ミリ 私 へ 時 ノ 東 京 帝 大 教授 松村 任 三 先生 クノ 門下 
生 ト シテ 朝鮮 植物 ク 研 究 ラ 始 メ テ 以 來 久 = ニニ 十 年 ラ 総 テ ヶ 居 ん 。 今 デム 重 
鮮 西 物 ノ 植 威 者 + シ テ 泰 西 ノ 玩 者 カラ ェ 推 手 す サシ ヽ 様 ニナ ツタ ケレ ドモ 
其 間 クノ 研 究 上 ノ 苦 心 ハ 大 抵 フ モノ フ デ ハナ カッ タ 。 KIEL HF WES 
府 ノ 嘱託 ラ 受 ケ テ ー 層 調査 事業 ラ 進 基 結果 、 球 鮮 植物 ラ 大 = 人 ラ モン 
= トカ 出 泰 タ 。 介 國 臣 里 國 立 博物 館 が 私 ラ 和 客員 = 推薦 シタ リ 、 瑞 西 ジ ェ 
ネタ 植物 學會 が 客員 = 推薦 シタ メリ シタ クノ へ へ 全 用 従 来 ノ 私 ノ 調 査 ノ 功 = 報 
キタ ノ デ アァ ん 。 然 と 、 私 トシ テハ へ 親 ン シナ ュ トニ = 浦 足 へ 出来 チ ナ ィ 。 殴 モ 調 
dE VA HZ Emm PES. snum = > THA HID = BR 
= 調 さ 上 グ ゲル ュ ト ガ 希 望 デ アリ マシ タカ ラ 、 在 外 中 へ 寸 暇 ラ モ 惜 シ デ 範 
オク 及 ブ 限 リ クノ 努力 テラ シテ 朝鮮 植物 ク 根 本 調査 ニテ = カテ メタ 、 草 = 植物 ラ 其 
物 ト シテ 見 テ 書 ク フ ナ ラ 大 シタ 苦心 モ 入 ラ ヌ 。 然 と 十 五 世 紀 以 降 歴 代 ク 
HEEB 7 oll ~ 7 3G 2 HE IB BR 7 (RY FZ | BAH 


ーー 9 — 
= 


作 ラ レタ クノ デス ハナ イィ イ 、 事 > 朝鮮 = 開 モ セ ヌ モノ デ ェ 直接 間接 = 開 係 が アル 。 
KR=H A V UR HE BE Ati Yo 7 JUR = JH 2*2 xk 7 SL > ce Plinius 著 
Historie Naturalis liber. (—PUZ&ZL4EJ). 9 9» ABA zz 7 329 
lj -5]H 2 7 7v. MW 7 vy FARA =A 7 BED AG 7 bie 
カメ タ ノ デ アル ん 。 又 植物 クノ 分 布 ラ 知 ヶ 倉 メ ニハ 各 國 ク 標 本 室 ラ 歴訪 シテ 
親 シ ク 他 國 ク 標本 ラ 概 シ テ 吉 鮭 植物 トノ 異同 ラ 明 = ニシ 共 分 布 ノ 状 ラ 考 祭 
wA737v. UB EIC ^ A » HATE i7 7-HHZ 7 
捜 グ ッ タ クノ デア ン ア ん 。 其 夏 = 此 等 ノ 新 知識 = 基 テ 理想 = 近 イ モノ ラ 書 キ 得 
eB ms Re UM RR Oe oe eatin ee 
スル モク ノ ト ナツ タ ノ デ アァ ヶ 。 ZrWlrAtasle-h =F» = rr 

ジョ クン に uec oe de THE 2 ER 7 £45 
FAP ASU? TET. 

SEAS AE = educ. 3E TED シ 
FPO vv FPO 2 bo = ily FE CAA KES 
FY Ao VBA 7 EWA ov = IRE 7 BEA A> Rr WT DHEA 
7 w Pee? BH 7 vy FIR BA BG 7 55 2 ERE? HA = EY BA 
過 = 報 キタ イト 思 フ クノ デ アル ん 。 


AE + te A te 


Be aie E] EH EB T Hill oy Re =F 
oe 


f 形 dE 類 


AJ BEE. BERTERE 7 —BRE7 T». EERE bev 7 > tee 
等 ノ 部 類 ト 考 - ラ ル 。 

花 へ 旋 韓 、 二 様 ノ 花 科 ラ 有 ス 、 確 鞍 ^ 主 トシ テー 列 、 子 房 下 位 、 心 皮 
> 1-5 個 父 へ 多 敷 、 各 室 =ー 個 クノ 下垂 スル 卵子 アリ 、 種 子 = 豚 乳 多 と 、 
4E> MULTE 7 FAI BY 

五 加 科 Araliacee Ventenat, せり? 科 ( 一 名 織 形 科 ) Apiacee Lindley 
(or Umbellifere Durande, Umbellate Linneeus), 四 照 花 科 Cornacee 
Link ノ 三 科 ア リ 。 

W^ o » 卵子 = 通 ズ ァ 維 管 東 線 へ 卵子 内側 = アリ 。 


果 質 へ 二 個 ノ 痩 果 = 分 ん 、 花 へ 秋 形 花 訟 フナ ス 。………… せ 5 科 
JC HEUR. FE ITE > IHRE T 7. RUMBLE 


各種 ヨリ 卵子 = 通 ブ ル 維 管 東 線 へ 卵子 ノ 外 側 = ア リ 。・ 四 照 花 科 
太 ノ 中 せり 科 へ 木 本 植物 ナ キ 履 、 本 編 ョ リ 除 外 ス 。 


Ordo Umbelliflore Engler. 


Engler, Syll. Pfl. ed. 1. p. 149 (1892); ed. 3. p. 171 (1903)-Engler 
& Gilg, Syll. Pfl. ed. 7. p. 285 (1912); ed. 9-10. p. 308 (1924). 

Flores cyclici, heterochlamydei, maxime haplostemoni, epigyni, limbis 
4-5 rarius ©, maxime hermaphroditi actinomorphi. Carpellum (5-1) 
vel (c) cum in quoque loculo ovulo unico pendulo 1-integmento. 
Semina eximie albuminosa. Flores maxime umbellati.—Continent 3 
familias. | 
Raphe ventralis. 

Fructus in carpella 2 sicca indehiscentia secedens. ..Apiacee. 

Fructus drupaceus. Flores umbellati vel paniculati. 

Horessumibelllaticn JE oe eine sa =e ikAO0004020 2 

Raphe dorsalis. Fructus drupaceus. ......-.......--Cornacee. 

Apiacee Lindley (Umbellate Linneeus, Umbellifere Durande) is 
excluded from this volume, for they have only herbaceous plants in 


Korea. 
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1718 4E (REY 7 J. F. Lafitau へ 共著 ‘ Ginseng’ ニ 於 テ Ginseng chinen- 
sium t4 9. Wel 7 HRB] 7 S. Vaillant へ 其 著 ‘ Sermo de struc- 
tura florum? = Araliastrum quinquefolii folio maius, Ninjin vocatum ’ 

bare Fe FGF IA. 
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Dk > AB? RH zz4dwe-clJEM£zEFSLw18390 年 = 至 
3 FEE P. Fr. de Siebold へ 共著 ‘Synopsis Plantarum Oeconomicarum 
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Kalopanax ricinifolium Miquel-(Kalopanaz pictum. Nakai — [iJ 
ジ )- 
. Aralia chinensis Linneeus-(Aralia elata Seemann 7 pt). 
754 94 1905 46% 7 V. Komarov + Acta Horti Petropolitani XXV 
Echinopanax horridus Decaisne & Planchon- (Oplopanaz elatum 
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Kalopenaz ricinifolium Miquel. 
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Acanthopanax sessiliflorum Seemann. 
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Acanthopanax sessiliforum Seemann. 
Eleutheroccus senticosus Maximowicz. 
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ジ ). 
Aralia chinensis Linnzeus-(Aralza elata Seemann 7 pt). 
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Av, 1914 4^ HY MPD BAS 7 aec a 9 E116 9 。 Jer 
= BLVD 7 FEAT = 
Acanthopanax spinosum Miquel-(Acanthopanax koreanum 7 誤 ). 


Acanthopanaz sessiliflorum Seemann. 


Aralia mandshurica Ruprecht-(Aralia elata Seemann = 同 2). 

Gilibertia tifida. Makino-(T'extoria morbifera Nakai 7 pt). 

Echinopanax clatus Nakai-(Oplopanax clatum Nakai = [i] 2). 

Eleutherococcus senticosus Maximowicz. 

Hedera colchica Koch-(Hedera Toblert Nakai 7 説 ). 

Kalopanaz ricinifolium Miquel—(Kalopanax pictum Nakai ニ 同 
2. 
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Acanthopanax sessiliflorum Seemann-(Acanthopenax chiisanense 
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Hedera japonica Tobler. 
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ー タ ルク ノミ ナラ ズ デ 、 従 來 何 人 モ 誤 リ 来 レル 「 だ た ら の き ^ 3 320A 7 
支那 産 ノ | な ら の き 」 ト 必 別 スベ キ = 非 デシ テ 朝 鮮 、 漬 洲 、 日 本 ノ 「 た ら の 
き 」 ハ 複 織 形 花序 枝 ノ 先端 = 織 形 = 出 ツル シェ 支那 産 ノ /「 な ら の き 」 ne 
7 Ju = —A 7 rv IBISETES: 78 ^v 7 DAT IE VF 3 
Feri. HEF ES HAIR Z[72 650 S8 |^ Aralia elata Seemann ニシ e 
J3D7 Wik? Aralia chinensis Linneus ナル シコ トラ 明 ニ ャ リ 、 双 朝鮮 クノ か 、 


ps ess 
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(=) WME TERA 7 有用 植物 


(1) 38 

AE RE USI = ee AF v ABYEZ 277 IK, BRLRGEN 
鮮 = ア リ テ ス 総督 府 ノ 専 下品 トナ リ 朝鮮 主要 産物 クー ナル = ュ ト へ 世 人 周 
知 ク コト ナリ 。 其 主 成分 へ 近藤 薬 移 博 士 ノ 研究 = 信 レ べ ヾ Phytosterin- 
ester, Saponin 等 ニテ シテ 血 行 フ ョ クス 。 

(X5 *€b7JgBbiENUX Vs EAA b Fr, 

$AU55UCNE Acanthopanaz sessiliflorum ト を どろ こと き Eleuthero- 
coecus senticosus トノ 皮 へ 五 加 皮 ト 稽 と 、 健 胃 、 利 尿 = 効 ア 7 。 

7265038 Arwvalia clota. ノ 根 及 ど で 圧 へ 前 出 シ テ 糖 尿 病 ラ 治 ス シル = ニ 用 ラ 。 
Hj] —f8l7e568t25]-2k7- 9 . WIüEp—7-HUR TZ. 
(2) 食用 

うど Aralia cordata 7 3p, 7 ^Ef£E v, 3L7e 50 & Aralia elata. 7 $F 
RJE- UA ) d-7B80y FEZ. 
(3) 工業 用 

て う せ ん か くれ み の Textoria morbifera ノ 皮 ヨリ ス へ 黄色 クノ 漆 ラ 生 ズ 。 
本 植物 へ 全 南 クノ 南 部 友 ビ 珍 島 、 発 島 、 市 吉島 等 ノ 諸 島 、 並 = 済州 合 = ア 
) テ 大 木 + ナ ル 。 其 度 ラ 傷 ヶ 置 ケツ 乳 管 ョ 9 黄色 ノ 漆 ラ 出 ス 。 HERS 
2320 721274B-37.443 MEY sok UB vas. See 7 EB 
2v. WEZ FAL = ov RORIS IR = TIE) v-7T. 

材 用 トシ テ は ぎ め Kalopanax pictum ノ 材 せん の き 稀 と シ 、 家 具 
ラ 作 シ = 多用 キラ ル 。 
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AAp/ESCK. WE. SL. HER AE. Hd ». HE H/E 
Ke SVE, ARE — H4 RIE. THAN. EXE. SBE ABS. TE 


3E ERIS = BASE A 0e SC FAB A oe 3E 7 THEE oV FER 22 HL — is G^ ov 
Ah. Nee 7 FEE HRY TJA ^. 4-174. HERS RP 
モノ 多 と 。 4E>SUMEE . ÜDAEIT fü = BREE 7 T ^. EE EO 
JE. 30 = BK, HU TK. 2C BISEFESE 7 FA. FE> TEBE V BGA 
MET PEREA EFI, MAY 32 SPE MEME ER > IER. SET 
T -INE e. BE TK, BU =v 7 BURMA SETA Yo P= 
ナシ 。 花 癖 へ 3 個 以上 10654]. GRAS AR > 38 MK 2C 141 7 WTR = t 
YBAE bIE= TRY 2 Hle 5 個 以上 20 AR FER RIK hà 
= 丸 味 アリ 。 Ho TF =FER LINZ 2 一 4 SAM. MH 
Hio dEAE AMEE LH TE A シ 、 左 々 花柱 = 移行 ス 、 花 柱 ハ E 10 
DUE ae fe v DL EAE 2. Y pie 2 室 以上 10 Bess, 卵子 へ 各 室 = 各 1 48 
爺 ア リ テ 上 ョ リ 垂 ん ヶ 、 果 富 へ 苦 果 様 ノ 核 果 、 駐 へ 核 果 、 楼 へ 骨 質 、 球 骨 
TOUCH. fb Sl PEEL IRE. RETO 14028 —4—1)5à 7 
リ テ 垂 を 。 MLR CBS. $t Ene 

世界 = 60 $&k] 450 BERT 9. d v oT EUH IET. S) 
14 種 へ 朝鮮 = 自生 シ 6 FR SUAE 7 HET. B7 rik77me 


, ORC BOO? Y ^. dn ERR 7 T= FA. 2 
AEB >> GE KEES FA AE? DEBE T ERU tab e E 
DSGEMARXE. BABE 7 SUR. ge "egere Ne 

業 へ 移 状 複葉 。 HEA >> DBA ARSUVERUR.S o5 EIS 
Pp n St CRE ee aum rM LIE RES MUT serayl 
WERE» 5 ee : o wa anh 


HE > BEEEPE E 7 Hz oTi, = Hs IE HE - き づ だ 属 
IE Sr 7 HEARD TA. - 5 
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5 HE o> HIE Bene a 3-5 3C « HERR ARS か 《 MAD] 
SOME. HIT eeeee c EE CES 
6 He. See ME =P) o-- ie ane: 
We the, SEJA- pe, Sesto sere e o'G9 «U-oooa 9507 
SK Z Hil 7 BLE ^ vb — wraps. RB AB. BK 
—h^2WBJILE..v6- TuS No 
PEA AARP ABA. DIKRG vo Gu ef. Ren —RE-v 
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Araliacez Ventenat, Tabl. rég. Vég. III. p. 2 (1799)—J. St. Hilaire, 
Exposit. I. p. 462 t. 66 (1805).— Bartling, Ord. Nat. Pl. p. 237 (1850) 


= iG 


-Agardh, Theor. p. 231 (1858)-Britton & Brown, Illus. Fl. II. p. 505 
(1897)-Schneider, Illus. Handb. Laubholzk. II. p. 420 (1909). 

Syn. Sarmentacew Linnzeus, Phil. Bot. p. 32 (1751), pro parte. 

Umbellate Sect. Ginsen Adanson, Fam Pl. II. p. 102 (1763), pro 
parte. 

Aralic Durande, Not. Élém. Bot. p. 275 (1781)-Jussieu, Gen. Pl. p. 
217 (1789).-Bose in Nouv. Dict. Hist. Nat. II. p. 55 (1803). 

Hederacec; Linneus, Preelec. Ord. Nat. Pl. ed. Giseke p. 519 (1792), 
excl. Vitis & Cissus.—Bartling, l. c. p. 238.-Marchal in Martius, FI. 
Brasil. XI. p. 230 (1878). 

Caprifoliacee gn. Hedera Lamarck & de Candolle, Fl. Fran. ed. 3. 
IV. p. 278 (1805).-Lamarck & de Candolle, Syn. Pl. Gall. p. 304 
(1806). 

Araliacees Jussieu in Dict. Sci. Nat. II. p. 348 (1816). 

Araliacew Richard in Dict. Classique Hist. Nat. I. p. 506 (1822). 
-Lindley, Introd. Nat. Syst. Bot. p. 4 (1830); Nat. Syst. Bot. p. 25 
(1836), excl. Adoxa. 

Araliacee Jussieu apud D. Don, Prodr. Fl. Nepal. p. 186 (1825) 
-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 251 (1830), excl. Adoxa.-G. Don, Gen. 
Syst. UT. p. 383 (1834), excl. Adoza-Wight & Arnott, Prodr. Fl. Penins. 
Ind. Orient. I. p. 375 (1834)-Endlicher, Gen. Pl. p. 793 (1836), excl. 
Adoxa-Koch, Syn. Fl. Germ. & Helv. p. 321 (1837)- Spach,’ Hist. Nat. 
Veg。 VIII. p. 111 (1839). 

Araliacee, Panaceee | genuine; & Hederacew Reichenbach, Uebers. 
Gew. Reich. p. 145 (1828). 

Araliacec sine auct. Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 3. (1867), 
excl. Helwingia.-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. 
Abt. 8. p. 1 (1894). 

Cornacec-Mastizioidec & Curtisioidew Harms, l. c. p. 262.-Wan- 
gerin in Engler, Pflanzenr. IV. n. 229, p. 19 & 29 (1910). 

Herbz perennes, frutices vel arbores glabri vel pilosi ssepe aculeati. 
Folia alterna vel opposita, annua vel biennia, petiolata, simplicia vel 
digitatim vel pinnatim decomposita. Stipule petiolo adnatae vel intra 


petiolum connate vel destitute. Petioli interdum cristulati. Flores 


capitati vel umbellati rarius racemosi. Capita vel umbellee solitaria vel 
racemosa vel corymbosa vel paniculata. Bractese et bracteole deciduce 
vel persistentes interdum destitutze. Flores pedicellati vel sessiles cum 
pedicello artieulati vel inartieulati hermaphroditi vel polygamo-dioici 
vel polygamo-monoici. Calycis tubus ovario adnatus, limbus annularis 
vel eupularis interdum toto destitutus, margine undulatus vel dentatus. 
Petala 3-2, valvata vel apice imbricata vel in calyptram coalita 
decidua. Stamina 5-2, decidua. Filamenta filiformia vel complanata 
vel teretiuscula. Antherze versatiles 2-4 loculares introrsee. Connec- 
tivum parvum vel rarius productum. Discus epigynus conicus vel com- 
planatus saepe in stylis confluens. Styli 2-7, connati vel liberi. Ova- 
rium 2-2 -loculare. Ovula in loculis solitaria ab apice penduli; raphe 
ventrali. Fructus baceatus. Pyrenae ossec vel cartilaginee vel membran- 
acec compresse vel hemisphaeriez vel triquetree. Semina in pyrenis 
1, pendula. Albumen aequabile vel ruminatum.  Radicula supera. 

Cire. 60 genera et 450 species praecique in regionibus tropicis et 
calidis incole; inter eas 8 genera et 14 species in Korea indigena, 
quarum 6 species sunt endemic. 


( Petala aestivatione imbricata. Flores cum pedicellis articulati.. 2 


[Petala valvata. Flores cum pedicellis inarticulati. 3 
eae digitato-decomposita. Herba perennis. 

c ean shone (ex shoevopere;excluca) 

d P. pinnatim decomposita. Herba perennis, vel frutices vel 

POOR CATE, ooo E S - 5-5 DC oo dx Am 

, (Ovarium 5-(rarius 3-7) loculare. .... n eed 

h ls veneti - Olei ooo 982G3SBBBSGG 8596325 co Co Ooo Sows SS 

( Caulis lignosus scandens radices multas surgit. Folia simplicia. 

4 4 Wt c DE Ms pU hig S Lus ume eee Meng 

Caulis erectus. Frutices vel arbores... ーーーーーーー 





Folia simplicia, saepe apice 3-5 fida. Frutices vel arbores... 
TRU ire tees xou o nS. Os Crete Tre EO TIGE 
Folia digitatim decomposita. Caulis aculeatus. Frutices. 


Pyrenze compressee ventre acute. ...... . Eleutherococcus. 


(eee digitatim decomposita. TF rutices. Caulis aeuleatus. 


6 Pyren triquetree ventre plane. ............Acanthopanax 
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Folia simplicia magna dilatata palmatim lobata. 


E. Caulis indivisus vel divisus aciculis densis horridus. 


Pyrenz laterali-compressee ventre obtuss. ..... Oplopanax 
p spinis rigidis armate. Caulis ramosus. Pyrenze 
triquetree dorso terete-costatee, ventre planze. .... Kalopanax 


第 1 局 うと ぎ 局 


HEA So GAS TUT). AR Me. HE SEK = 3-5 小葉 ラ 
EL .pE SB? 0 ROR TENT > Sa AE SC > BE OE OC IEEE 7 7-7 e 
/viE S 4E v B3B 2. FE >> PE BC > EEHESEPRS 250 > TLBUINZ- 7 。 花 
We 5 TASK = MENS. hi. 45k B DRI A 0 HEHE 2 [UAE 
RH AG. be 2. BR BEIT). 90 2»WB-e- 
SFG = » FBI) 0 UR a EAR. WS. 

BAS WON, 7 2 VS 7 BY EHS, EES, € 0 7 
=H) 21 種 ア リ 。 基 中 5 種 へ 朝鮮 = 自生 ス 。 

Gu. 1. Acanthopanax Seemann mss. ex Seemann in Journ. Bot. 
V. p. 238 (1867).-Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 938 (1876), 
pro parte-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 
8. p. 49 (1897), pro parte-Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 1 
(1924). 

Syn. Panax (non Linnzeus) A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 252 
(1830), pro parte-G. Don, Gen. Hist. III. p. 384 (1834). 

Panax Subgn. Acanthopanaz Decaisne & Planchon in Rev. Hort. 
4. sér. III. p. 105 (1854). 

Acanthopanax Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. I. p. 10 (1863), 
excl. femina etc. et tertia florum ete. sub Acanthopanace spinoso. 

Kalopanaz Miquel, l. c. pro parte. 

Frutex vel arboreus ramosus aculeatus vel inermis. Folia digitatim 
3-5 foliolata. Foliola serrata. Umbellse solitarise vel umbellatze vel 
paniculatze. Pedicelli cum floribus inarticulati. Flores hermaphroditi 
vel polygamo-dioici. Calyx minute 5-dentatus. Petala 5 aestivatione 


valvata decidua. Discus plus minus elevatus. Styli 2 liberi vel coaliti. 


Oe 


Ovarium 2-1oculare. Drupa baccata nigra 2-locularis. Pyrense laterali- 

compresse, testa crustacea vel subspongiosa, ventre planse, laterale 

bisuleatee vel planze, dorso obtusse vel acutee. Albumen aequabile. 
Species 21 in Japonia, Formosa, Philippin, Korea, Amur, Manchuria, 


China, Indo-China & Himalaya incole, quarum 5 in Korea indigene. 


第 1 節 BES TX 
花柱 っ 基 肢 = 於 テ (時 = へ 殆 ン シド 上 迄 ) HAZ. MORE> EE 
微 毛 アリ 。 花 へ 長 キ 小花 梗 ラ 具 フラ 。 だ た ん な うと き 之 = 属 ス 


1. た ん な うと ぎ CB S BD) 
monk lets RB) 
の XR. 花 ノ 基 = 釣 刺 ア リ 。 葉 ハ 長 キ 葉 柄 ラ 具 ー 
3 個 宛 系 合 ス 。 小 葉 片 へ 五 個 、 in 『 無 柄 信 へ 短 キ 小葉 柄 ラ 具 フ 。 JE 

部 = 和 毛 密生 ス 。 SVE X > SIG. x — Fay VEDD — Bre PMR 
GET) o SEI BUG. JEXue Jc. RIM IEEE) . FEI > PRE = 
y F We PE vy EBRAGHEN-YSET?. UBER. 2-0 セテ メ ノ 花 
BBR7H.—.dERZ.ETY. BNET > BT) 2 FER RE. 5 
時 外 = 反 リ 、 長 サ 3 2) 6 Hi AAAI. BR RA. RY 7 ミリ 
SP. pm es FA, 花柱 へ 永 存 性 。 

済州 島 ク 特産 征 物 ニシ テ 500 米 突 以下 海岸 迄 = 生 ズ 。 

Acanthopanax Sect. I. Orthacanthopanax Nakai in Journ. Arnold 
Arboret. V. p. 1 (1924). 

Syn. Acanthopanaz Sect. II. Euacanthopanaz Harms in Engler & 
Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 50 (1897), pro parte. 

Styl basi, interdum ad apicem coaliti; umbelle elabrze vel subglabrze; 


flores longe pedicellati. 


1. Acanthopanax koreanum Nakai. (Tabula nostra I). 


Acanthopanax koreanum Nakai in Journ. Arnold Arboret, V. p. 3 
(1924). 

Syn. Acanthopanax spinosum Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 415, 
fig. 522 (1914); Veg. Isl. Quelp. p. 68, no. 947 (1914); non Miquel.- 
Mori, Enum. Corean Pl. p. 265 (1922) 


— 20 一 


Frutex; rami caespitosi, arcuato-diffusi, sub folio recurvo-aculeati. 
Folia longe petiolata, fasciculatim 2-5; foliola 5, subsessilia vel brevi- 
petiolulata, basi albo-barbata, late obovata, acuta vel acuminata, supra 
lueida, infra pallida venis elevatis in axillis venarum primarium 
barbata. Umbella longipes pedunculo 2-5 cm. longo, multiflora glabra; 
calycis margo obscure dentatus; petala viridia reflexa, 3mm. longa; 
antherz flavee oblongs. Drupa baccata nigra 7 mm. longa, depresso- 
spheerica, apice stylis persistentibus coronata. 

Nom. Jap. Tanna-ukogi. 

Nom. vern. Quelpaert: Ogàa-mok. 

Hab. in Quelpaert, infra 500 m., ubi endemicum. 

(24 WKS oe hi 

SE SEM = BSE TO. BOUDAEIT OER AME)Y 7 T ^. feo AME 

BUR 3 fS x SUR TA. Feb E3EXEGCA S SE RT YD. 


poi quee RU run クミ 小 刺 アリ 9 
dE3E 2. Ay EL >A Hil] - HOD - 3 


im JE (BREET. BRAVA > GRA PY ote ORG OS 
E SC 2 = Quit 2 TH) HY TB 
小葉 ヽ 裏 面 ノ 中 助 並 = 主 脈 上 = 褐色 ノ 密 所 アリ 。 A= vy 


x ・ : 茶色 5 Ce 
" シン ーー ョ ッッ ン im ee eee 
U) dd oose cusodpucdodiggbcagsodgodoss5oddpss Amp) cA 


2 まん し うら うこ とぎ (第 武岡 ) 
dim BA (北朝 鮮 方 言 ) 

高 す 、3-5 米 突 ノ 滝 木 、 分 岐 多 と 、 有 刺 叉 へ 無 刺 。 皮 へ 胡 色 無 毛 。 葉 
> SER NET 75 ue ee 
2. AHA > SINT 3C n EE SN TE SC o 19] BARS TRUE. Rag = 92 9 . Xen ^d 
f&.dW-E. SETA >> Se = aes ome eo ee TER 
WORE) Y > BA 7 TR =4E z OE KK =P ^. => BET) 16> 
hh > > HX ERE 7 B. 7 » OK 7 AVE SM = > PE TY AT = 
スハ 毛 ナク 、 三 角形 ナ OO. NEI. HERE dud A. HERES Sa FTES 
相 疹 合 EES Án Sb = pv BUR ERE = vv 7 hy ee 10-12 ミリ 、 


Odin 


JR hà * PAGE 9. 
AB. AE. Bee. OLEO. wk. URB. TAE. Jo. dE = Jk e. B]C 
Ha PFI FU, SRA BELA, HRA ^. 


3. RII 5 z x C x 
ォ ン ナ > (BA? TS) 

Bo 2-3 米 突 ノ 澤木 、 分 岐 多 と 、 枝 っ 無 毛 、 刺 ナシ 、 友 へ 次 色 、 葉 本 
^E 3-1 セ メ 無 毛 、 刺 多 と 、 小 葉 へ 小葉 柄 ヲ 具 席 倒 卵 形 ニ = シテ 基 肝 
=) MK Be) ET, Rae WNIT. Sei Met d 
UR — i e GEEZ <I > e 08 — TY ODE © BR 7 E 7 D HOE 
AE FACE TREO . MERE v. XR dE TO. BU ORI 
BUE il. dUHECGNNBNERUE.AMX v. Hv. HERES 2 Mv JE 
4^. 柱頭 へ 2 個 、 核 果 ハ へ 黒 ク 長 サ 6 ミサ 。 

41H. UONES. ZL. JRE. DDR. JU. db —/E v. CUR, Pp Ht 
MT. 


4. 京城 うこ ぎ (新種) (第 四 岡 ) 


Te 2-3 KF HEAR. HEM, Ko RG, SAFE ha > Me» KA 
ア 7 。 3-4. OWE. RE EY = 743b SEANWE- 3-5 個 ノ 小 
葉 片 ラ 具 こ 、 葉 柄 へ 長生 モメ 乃至 11 モメ 無 毛 、 丸 と 。 pee fie 
形 = シ テ 短 カキ 小葉 柄 ラ 具 ー、 耳 端 = 失 7 CE. BEDA GI YY 
表面 へ 濃 終 色 裏 面 へ 淡 綴 色 長 テ 2,5-8,5 セ メ 幅 へ 8-81 ミリ 、 花 へ 頭 状 花 
序 ラ ナシ 先端 ク 頭 状 花 へ 長 キ 花 梗 ラ 具 ラフ 、 花 梗 ノ 長 サハ 2-3.3 セ メ 始 メ 
スハ 綿 毛 ア レト モ 後 無 毛 トナ ル 、 夢 人 筒 ^ 外 面 = 鱗片 様 ノ 毛 昔 ア リ 、 夢 郊 へ 
殆 ンド ナシ 、 花 癖 へ 始 メ 鐘 合 伏 = 排 列 シ 5 個 、 三 角形 、 内 面 へ 無 毛 、 花 
JEJE Z AY hà. 花柱 へ 長 み 3 ミリ 先端 へ 少 シ ク 三 駐 ス 。 

京城 附近 ノ 産 。 


5. 茶色 うら とぎ (新種 ) Cms) 

溢 木 、 分 岐 多 有 刺 ナ ン 、 皮 へ 深 褐 色 、 枝 ノ 共 部 へ 膨 ミ 、 鱗 片 ノ 落 チタ 
ん 跡 = テ 輸 状 ノ 模 様 ア リ 。 葉柄 へ 長 す 8-7 eA EKA. GEH 
^ 堂 伏 = き 3 個 稀 =5 個 アリ 、 狭 長 棋 園 形 駐 ^ 狭 長 倒 卵 入 園 形 、 基 脚 … 洒 
SSH. Le, £k GGT O9. JEXs CIN. Xem dk(&— 27 
中 助 = 微 小 毛 アリ 、 裏 面 RR. PIR CNH ET). 


ダ 花 及 ど 果 質 ヲ 見 ザ レ ドモ 明 ニ = 新種 ナリ 。 

BE4E. XH. TRGE. Jad = 72355. 

Acanthopanax Sect. Cephalopanax Harms in Mitt. Deutsch. 
Dendrol. Gesells. XXVIII. p. 5 & 14 (1918)-Nakai in Journ. Arnold 
Arboretum V. p. 5 (1924). 

Syn. Cephalopanaz (non Saporta) Baillon in Adansonia, XII.-p. 
149 (1878). 

Folia quinnata. Umbelle in apice ramorum hornotinorum elonga- 
torum terminales umbellato-racemosee; flores brevi-pedicellati,* ita 
umbellee subcapitatee; styli fere ad apicem connati. 


/Foliola subtus glabra espinulosa vel supra costam parce 


Ib Ai, ‘Soup aate wanna dotó coos colts boone o dodPuto dba oo ond 
|'rorioma subtus pubescentia vel spinulosa. ............ eese 
Foliola oblanceolata, margine adpresse incurvato-serrulata. 

uh 2A. seoulense : 





n | obovata vel oblique ovata mucronato-serrulata. 
- A. sessiliflorum® 
Foliola subtus supra costam et venas rufo-pubescentia. Planta 
UOTE ccc HITS TTITCTRUE 
Foliola subtus supra costam et venas creberrime spinulosa . 


glabra. Rami et petioli semper armati..... A. chiisanensis.> 


9. Acanthopanax sessiliflorum Seemann 
(Tabula nostra II). 


Acanthopanax sessiliforum Seemann in Journ. Bot. V. p. 239 
(1867)-Marchal in Bull. Soc. Bot. Belg. XX. p. 84 (1881)-Harms 
in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam IIT. Abt. 8. p. 50 (1897); in 
Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 14 (1918)-Komarov in 
Acta Hort. Petrop. XXV. pt. 1. p. 117 (1905)-Schneider, Illus. 
Handb. Laubholzk. II. p. 429, fig. 292-a (1909)-Nakai in Journ. 
Coll. Sci. Tokyo XXVI. Art. 1. p. 275 (1909); XXXI. p. 493 (1911); 
Veg. Diamond mts. p. 180, n. 471 (1918); Chosen-shokubutsu I. p. 
416, fig. 525 (1914).-Rehder in Bailey, Encycl. Amer. Hort. I. p. 
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11. (1900); Stand. Cyclop. Hort. I. p. 192 (1914)-Bean, Trees & 
Shrubs Brit. Isles T. p. 132 (1916)-Nakai in Journ. Arnold Arboret. 
VD 85901924)? 

Syn. Panazx sessiliflorum Ruprecht & Maximowiez in Bull. Acad. 
Sei. St. Pétersb. XIV. p. 133 (1856); p. 367 (1857); in Mél. Biol. 
II. p. 426 (1857); p. 545 (1858).-Maximowicz in Mém. Div. Sav. 
Acad. Sei. St. Pétersb. IX. p. 131 (1859)-Regel in Mém. Acad. Sci. 
St. Pétersb. sér. 7. IV. p. 72 (1861); in Gartenfl. XI. p. 238, t. 969 
(1862)-Jàger, Ziergeh. p. 322 (1865)-K. Koch, Dendrol. p. 506 
(1880)-Koehne, Deutsch. Dendr. p. 433 (1893)-Franchet in Nouv. Arch. 
Mus. Paris, sér. 2, VI. p. 25 (1883); Pl. David. I. p. 145 (1884)- 
Lauhe, Deutsch. Dendr. p. 506 (1880)-Dippel, Handb. Laubholzk. 
III. p. 234 (1893)-Beissner, Schelle & Zabel, Handb. Laubholz-Ben. 
p. 262 (1903). 

Cephalopanax sessiliflorum Baillon in Adansonia XII. p. 149(1878). 

Frutex 3-5 metralis, ramosus, aculeatus vel inermis; cortex cinereus 
glaber. Folia digitatim 3-5 foliolata; petioli adpressissime pilosi 
glabrescentes; foliola obovata vel late obovata vel ovato-oblonga utrinque 
attenuata, supra glabra viridia, supra venas primarias pilosella, infra 
pallida secus venas primarias pilosella, margine subduplicato-serrulata. 
Umbelle terminales umbellato-racemos:e; bractese tomentose; flores 
brevissime pedicellati ita capitati; calyx extus lanatus, lobis triangul- 
aribus, intus glabris; petala valvata oblonga; stamina exerta; styli 
fere ad apicem connati; stigmata recurva. Drupa baccata 10-12 mm. 
longa nigra; pyrene compresse semi-ellipsoideze. 

Nom. Jap. Manshu-Ukogi. 

Nom. Kor. Ogalpinam. 

Hab. in Korea media & septentrionali vulgare sed in australe rarum. 


Distr. Manshuria, Ussuri, Amur & Tschili. 


3. Acanthopanax chiisanense Nakai 
(Tabula nostra III). 


Acanthopanax chiisanense Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 
5 (1924). 


Syn. Acanthopanax sessiliflorum Nakai, Veg. Isl. Quelpaert, p. 68, 
no. 946 (1914); Veg. Mt. Chirisan, p. 40, no. 341 (1915); non Seemann. 

Frutex 2-3 metralis, ramosus; rami glabri inermes; cortex cinereus. 
Petioli 3-7 em. longi, glabri, erebri-aculeati; foliola petiolulata, late 
obovata basi sensim angustata, apice cuspidata, margine argute duplicato- 
serrulata, supra viridia secus venas primarias minute ciliolata, subtus 
pallida seeus venas ciliato-aciculata et rufo-pilosa. Umbelle lanatze; 
flores brevi-pedicellati; calyx lanatus, lobis ovatis vel ovato-acuminatis; 
petala ovato-oblonga, reflexa, decidua; styli 2 in unum concreti; 
stigmata 2. Drupa nigra, circ. 6 mm. longa. 

Nom. Jap. Chiisan-ukogi. 

Nom. Kor. Onnam. 

Hab. in montibus Kore. 


Planta endemica. 


4. Acanthopanax seoulense Nakai sp. nov. 
(Tabula nostra IV). 


Frutex 2-3 metralis ramosus inermis. Cortex cinereus. Rami 
annotini lenticellis elevatis sparsim punctati. Gemme glabra ovate; 
squam:e einerese imbricate. Folia palmatim 83-5-foliolata: petioli 
0.5-11 em. longi glaberrimi teretes; foliola oblanceolata breve petiolulata 
utrinque attenuata glaberrima margine adpresse serrulata, supra 
intense viridia, subtus pallida, 2.5-8.5 em. longa 8-31 mm lata. Caput 
terminalis longe pedunculatum imprimo floret. Capita lateralia verti- 
cillatim vel racemosim collocata. Bractess ovato-lanceolatse lanatee 
2-6 mm. longs. Pedunculi 2-3.8 cm. longi primo lanigeri demum 
glabrescentes. Flores sessiles; calycis tubus furfuraceus; sepala sub- 
nulla; petala 5 valvata triangularia intus glaberrima; discus lata plana; 
styli 5mm. longi apice bifidi. 

Hab. 

Korea: Ineien circa Seoul prov. Keiki (T. Ishidoya-typus in Herb. 
Imp. Univ. Tokyo). 
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5. Acanthopanax rufinerve Nakai, sp. nov. 
(Tab. nostra V). 


Frutex ramosus inermis. Cortex pallide fuscus. Ramuli basi tumidi, 
cicatrice squamarum gemmarum annulare notati. Petioli 5-7 mm. 
longi rufo-piloselli. Foliola palmatim ternata rarius quinnata 3-7 cm. 
longa 1.5-5.5 em. lata elongato-oblonga vel elongato-obovato-oblonga, 
basi acuminata vel mucronata, margine argute serrulata, apice cuspi- 
data, supra intense viridia costa ciliolata, subtus pallida, costa et veni 
primarii rufo-barbati; petioluli 2-7 mm. longi rufo-barbati. Flores et 
fructus ignoti, sed species perdistincta. 

Hab. 


Korea: in montibus peninsulie. 
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Gn. 2. Eleutherococcus Maximowicz in Mém. Div. Sav. Acad. 
Sel. St. Pétersb. IX. p. 161 (1859)-Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 


941 (1867)-Seemann in Journ. Bot. VI. p. 161 (1867)-Koch, Dendrol. 
I. p. 676 (1869)-Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 9 (1924). 

Syn. Acanthopanax, pro parte. Seemann in Journ. Bot. V. p. 258 
(1867)-Dippel, Handb. Laubholzk. III. p. 235 (1893)-Harms in Engler 
& Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 49 (1897)-Sehneider, 
Ilus. Handb. Laubholzk. Il. p. 424 (1909). 

Acanthopanas Sect. Eleutherococcus Harms, l. c.; in Mitt. Deutsch. 
Dendrol. Gesells. XXVII. p. 7 (1915). 

Acanthopanax Sect. Éuacanthopanax Harms, l.c. pro parte; 1. c. p. 
18, excl. D. E. 

Frutex aculeatus ramosus. Folia digitatim 3-5 foliolata. Umbellse 
solitarise vel umbellatz; flores cum pedicello inarticulati; calyx obsolete 
dentatus; petala 5 aestivatione valvata; stamina 5; styli 5 (3-4) toto 
connati vel apice liberi; stigmata 5 (3-4); discus elevatus; drupa 5- 
pyrena; pyrenze compresse laterali nunquam sulcatze; albumen sequabile. 

Species 14 in Japonia, Korea, Manshuria, Amur, China & Himalaya 
indigense. 

Plantee Extra-Koreanee. 

1) Eleutherococcus brachypus Nakai, comb. nov. 

Syn. Acanthopanax brachypus Harms in Engler, Bot. Jahrb. XXXVI. 
Beiblatt 82, p. 80 (1905); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. 
p. 13 (1919). 

Hab. in China. 

2) Eleutherococcus cissifolius Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 
420 (1914). 

Syn. Aralia cissifolia Griffith ex Seemann, Rev. Heder. p. 91 (1S6S)- 
C. B. Clarke in Hooker, Fl. Brit. Ind. II. p. 722 (1879). 

Acanthopanaz cissifolius Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. 
III. Abt. 8. p. 50 (1894); in Gartenfl. XLIV. p. 480 (1895); in Mitt. 
Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII p. 19 (1918). 

var. normalis Nakai, comb. nov. 

Syn. Acanthopanaz cissifolius var. normalis Harms in Mitt. Deutsch. 
Dendrol. Gesells. XXVII. p. 19 (1918). 

Hab. in Himalaya. 


ORE. 


Eleutherococcus cissifolius var. scandens Nakai, comb. nov. 
Syn. Acanthopanax cissifolius var. scandens Edgew. ex Harm:, 1. c. 
Hab. in Himalaya. 

3) Eleutherococcus Giraldii Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. 
p. 9 (1924). 

Syn. Acanthopanax Giraldiit Harms in Bot. Jahrb. XXXVI. Beiblatt 
82. p. 80 (1905)-Harms & Rehder in Sargent, Pl. Wils. II. p. 560 
(1916)-Harms in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 19 (1918)- 
Schneider, Illus. Handb. Laubholzk. II. p. 424 (1909). 

Hab. in China. 

Eleutherococcus Giraldii var. inermis Nakai, comb. nov. 

Syn. Acanthopanax Giraldii var. inerme Harms & Rehder in Sargent, 
Pl. Wils. II. p. 560 (1906)-Harms in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. 
XXVII. p. 30 (1918). 

Hab. in China. 

4) Eleutherococcus Henryi Oliver in Hooker, Icon. Pl. XVIII. 
t. 1711 (1887)-Forbes & Hemsley in Journ. Linn. Soc. XXIII. p. 
341 (1887)-Bretschneider, Hist. Europ. Bot. Disc. China p. 784 (1898)- 
Hesse in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXII. p. 372 cum fig. 
(1913)-Goeze in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXV. p. 168 (1916). 

Syn. Acanthopanax Henryi Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflan- 
zenfam. III. Abt. S8. p. 49 (1894); in Bot. Jahrb. XXIX. p. 488 
(1900); XXXVI. p. 80 (1905)-Gardner's Chron. 3 sér. XXXVIII. p. 
402 fig. 154 (1905)-Schneider, Illus. Handb. Laubholzk. IT. p. 429 & 
1040, fig. 289 h-i, fig. 290 b.-Staph in Bot. Mag. CXXXVI. t. 8316 
(1910)-Henslow in Journ. Hort. Soc. Lond. XXXVI. p. 958 (1911)- 
Hemsley in Journ. Linn. Soc. XXXVI. p. 451 (1904)-Pampanini 
in Nuov. Giorn. Bot. Ital. n. ser. VIII. p. 130 (1911)-Sprenger in 
Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XX. p. 240 (1911)-Silva Tarouca, 
Ziergeh. p. 128, fig. 128, fig. 109 (1913)-Harms & Rehder in Sargent, 
IP Walls Lk p 5591916) 

Hab. in: China. 

5) Eleutherococcus hypoleucus Nakai in Journ. Arnold Arboret. 
V. p. 10 (1924). 


Syn. Acanthopanax hypoleucum Makino in Tokyo Bot. Mag. XII. 
p- 18 (1898)-Matsumura, Ind. Pl. Jap. II. pt. 2. p. 417 (1919)- Harms 
in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 5 (1915). 

Eleutherococcus japonicus Makino, l.c. p. 19, pro syn. Acantho- 
panacis hypoleue?. 

Acanthopanax Fauriet Harms in Notizbl. Bot. Gart. Berl. XII. p. 
948 (1917); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 9 (1918). 

Hab. in Hondo & Shikoku. 

6) Eleutherococcus leucorhizus Oliver in Hooker, Icon. Pl. 
XVIII. sub t. 1711 (1887). 

Syn. Acanthopanaz leucorhizus Harms in Engler & Prantl, Nat. 
PHanzenfam. III. Abt. 8. p. 49 (1894); in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXVII. p. 9. (1918). 

Hab. in China. 

Eleutherococcus leucorhizus var. fulvescens Nakai, comb. nov. 

Syn. Acanthopanax leucorhizus var. fulvescens Harms & Rehder in 
Sargent, Pl. Wils. VI. p. 558 (1916)-Harms in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXVII. p. 10 (1918). 

Hab. in China. 

Eleutherococcus leucorhizus var. scaberulus Nakai, comb. nov. 

Syn. Acanthopanazx leucorhizus var. scaberulus Harms & Rehder in 
Sargent, Pl. Wils. VI. p. 558 (1916)-Harms in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXVII. p. 10 (1919). 

Hab. in China. 

7) Eleutherococcus pentaphyllus Nakai, Chosen-shokubutsu I. 
p. 420 (1914). 

Syn. Araiia pentaphylla (non Thunberg) Siebold & Zuccarini in 
Abh. Muench. Acad. IV. pt. 2. p. 201 (1845), excl. syn. Panax 
spinosa. 

Acanthopanax spinosum Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd.-Bat. I. 
p. 10 (1863); excl. syn. Panax spinosum.-Dippel, Handb. Laubholzk. 
III. p. 237 (1893)-Zabel in Gartenfl. XXX. p. 336 (1881). 

Acanthopanax pentaphyllum Marchal in Bull. Soc. Bot. Belg. XX. 
p. 79 (1881)-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 
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S. p. 50 (1897); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 21 
(1918)-Rehder in Bailey, Cyclop. Americ. Hort. I. p. 11 (1900); in 
Bailey, Stand. Cyclop. Hort. I. p. 1938, fig. 82 (1914)-Bean, Trees & 
Shrubs Brit. Isl. I. p. 131 (1914). 

Acanthopanax Sieboldianwm Makino in Tokyo Bot. Mag. XII. p. 
[10] (1898). 

Acanthopanax trichodon Zabel in Gartenwelt XI. p. 585 (1909); 
non Franchet & Savatier. 

Eleutherococeus japonicus Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 
10 (1924), excl. syn. Acanthopanax japonicus. 

Hab. in Hondo & Yeso. 

8) Eleutherococcus Rehderianus Nakai in Journ. Arnold Arboret. 
V. p. 9 (1924). 
Syn. Acanthopanaz Rehderianum larms in Sargent, Pl. Wils. II. 
. 561 (1916); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVI. p. 20 (1919). 
Hab. in China. 


9) Eleutherococcus setchuensis Nakai, comb. nov. 


ra 


Syn. Acanthopanax setchuense Harms in Bot. Jahrb. XXIX. p. 488 
(1900); XXXVI. Beibl. n. 82. p. 81 (1905); in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXVII. p. 10 (1918)-Harms & Rehder in Sargent, Pl. Wils. 
II. p. 559 (1916). 

Hab. in China. 

10) Eleutherococcus Simonii Decaisne ex Simon-Louis, Preis- 
verzeichnis pro Herbst 1902 & Frühjahr 1903, p. 33-Beissner, Schelle 
& Zabel, Handb. Laubholzbenn. p. 361. (1903)-Vilmorin & Bois, 
Frut. Vilmorin p. 141 (1904)-Hesse in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXII. p. 272, t. (1913).-Goez in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXV. p. 168 (1916). 

Syn. Acanthopanazx Simonii Schneider, Illus. Handb. Laubholzk. 
Il. p. 426 fig. 290, C. (1909)-Purpus in Moellers, Deutsch. Gürtnerztg. 
XXV. p. 25, cum fig. (1910)-Bean, Trees & Shrubs I. p. 133 (1914)- 
Harms & Rehder in Sargent, Pl. Wils II. p. 559 (1916).-Harms in 
Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 12 (1918). 


Hab. in China. 

11) Eleutherococcus stenophyllus Nakai in Journ. Arnold. 
Arboret. V. p. 9. (1924). 

Syn. Acanthopanaxz stenophyllum Harms in Sargent, Pi. Wils. II. 
p. 564 (1916); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 20 (1915). 

Hab. in China. 

12) Eleutherococcus Wilsonii Nakai in Journ. Arnold Arboret. 
Verto el9o4)e 

Syn. Acanthopanaz Wilsonii Harms in Sargent, Pl. Wils. II. p. 
560 (1916); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 20 (1918). 

Hab. in China. 


Plante Korean. 


6. Eleutherococeus senticosus Maximowicz 
(Tabula nostra VI). 


Eleutherococcus senticosus Maximowiez in Mém. Div. Sav. Acad. 
Sci. Pétersb. IX. p. 132 (1859)-Regel in Gartenfl. XII. p. 84 t. 398 
(1863)-Seemann in Journ. Bot. VI. p. 162 (1868)-Fr. Schmidt in 
Mém. Acad. Sci. Pétersb. sér. 7. XII. no. II. p. 47. & p. 140 (1868)- 
Lauhe, Deutsch. Dendrol. p. 507 fig. 205 (1880)-Jüger & Beissner, 
Ziergeh. ed. 2. p. 146 (1884)-Forbes & Hemsley in Journ. Linn. 
Soc. XXIII. p. 382 (1888)-Dippel, Handb. Laubholzk. III. p. 235 
fig. 127 (1893)-Koehne, Deutsch. Dendrol, p. 432 (1893)-Rehder in 
Bailey, Cyclop. Amer. Hort. I. p. 528 (1901)-Komarov in Acta Hort. 
Petrop. XXV. p. 119 (1905)-Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXVI. p. 37 
(1912); Chosen-shokubutsu I. p. 420, fig. 528 (1914); Veg. Diamond 
mts. p. 180 (1918). 

Syn. Hedera senticosa Maximowicz in Bull. Acad. St. Pétersb. XV. 
p. 134 (1856); p. 367 (1857); in Mél. Biol. II. p. 426 (1857); p. 546 
(1858). 

Acanthopanax senticosus Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflan- 
zenfam. III. Abt. 8. p. 50 (1894); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. 
XXVII. p. 5 & 6 (1916)-Rehder in Bailey, Stand. Cyclop. Hort. I. 
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p. 193 (1914)-Bean, Trees & Shrubs. Brit. Isl. I. p. 171 (1916). 

Acanthopanax Eleutherococcus Makino in Tokyo Bot. Mag. XII. p. 
19, in nota sub Acanthopanace hypoleuco (1898). 

Frutex usque 4-5 m. Cortex trunci ut Diospyros virginiana. 
Ramus saepe acieulatus. Petioli elongati minute aciculati. Foliola 
petiolulata obovata apice mucronata vel cuspidata basi acuta vel 
rotundata secus venas pilosa duplicato-serrulata. Umbellae longipes 
solitarise vel basi ramosie, multifloree. Pedicelli glaberrimi. Calyx breve 
5-dentatus. Petala decidua intus costata. Stamina 5. Styli 5 columnares 
conniventes. Drupa baccata nigra 8-10 mm. Pyrene compresse. 

Nom. Jap. Ezo-ukogi. 

Nom. Kor. Ogalpi-nam. 

Hab. in Korea media & septentrionale. 


Distr. Yeso, Sachalin, Ussuri, Manshuria, Amur & Chili. 


7. Eleutherococcus koreanus Nakai, sp. nov. 
(Tabula nostra VII). 


Differt ab Eleutherococcus senticoso ramis annotinis rubrioribus, 
lenticellis minute punctatis (rarissime elongato-lenticellatis), umbellis 
basi haud barbatis, pedicellis longioribus distinctus. 

Frutex 4-5m. Cortex adultus cinereus, ramorum hornotinorum 
rubro-fuscus glaber lenticellis punctatis rarius elongatis notatus. Ramus 
aciculatus vel infra folia tatum aciculatus. Petioli 3-4 cm. longi glabri. 
Folia digitatim 3-5 foliolata; foliola petiolulata; petioluli 3-5 mm. 
longi; foliola latissime ovata vel latissime elliptica, apice mucronata 
vel acuminata, basi acuta vel obtusa, 5-12 cm. longa, 3-8 cm. lata 
duplicato-mucronato-serrulata, supra viridia glabra, infra secus venas 
rufo-pilosa. Pedunculi 4-10 cm. longi. Umbella multiflora basi 
lanceolato-bracteata sed haud tomentosa. Pedicelli 11-15 mm. longi 
glabri. Calyx glaber obovata breve 5-dentatus. Petala 2.5-3 mm. 
longa intus medio costata. Stigmata subcupularia vel discoidea 1 mm. 
longa. Drupa nigra 10mm. longa. 

Hab. in Korea boreali-occidentale. 


Planta endemica. 
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Gn. 3. Kalopanax Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. I. p. 16 


(1863), pro parte—Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. 


Abt. 8. p. 50 (1897), pro parte-Nakai in Journ. Arnold Arb. V. p. 
11 (1924). 

Syn. Brassiopsis Seemann in Journ. Bot. II. p. 290 (1864), pro 
parte, non Decaisne & Planchon. 

Acanthopanax (non Miquel) Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 958 
(1867), pro parte. 

Arbor aeuleata spinis sparsis persistentibus. Folia alterna longe 
petiolata annua simplicia palmatim lobata serrulata. Inflorescentia in 
apice rami hornotini terminalis umbellato-decomposita ambitu sphaerica 
vel hemispheerica, ramis articulatis. Bractese & bracteole decidue. 
Calyx turbinatus vel hemisphaericus vel obovatus; limbus cupularis 
minute 5-dentatus persistens. Petala 5 (4) aestivatione valvata decidua. 
Stamina 5 (4); filamenta filiformia; antheree biloculares versatiles. 
Diseum convexum. Styli 2-(3) loculare. Drupa nigra baccata 2- 
pyrena. Pyrenee crustacese dorso eximie jugatie, laterali 2-sulcatze. 
Semen triangulare. Albumen homogenum. 


Species 1 in China, Korea, Manshuria & Japonia indigena. 


S. Kalopanax pictum Nakai, (Tabule nostre VIII-X). 


Kalopanax pictum Nakai, comb. nov. 

Syn. Acer pictum Thunberg in Nova Acta Reg. Soc. Sci. Upsal. IV. 
p. 96, nom. & p. 40 cum descript. (1783); nihil aliud. 

Acer septemlobum Thunberg, Fl. Jap. p. 161 (1784); Dissert. Bot. 
Acere p. 6 (1793). 

Panax ricinifolium Siebold & Zuccarini in Abh. Akad. Muench. 
IV. pt. 2. p. 199 (1845). 

Kaiopanax ricinifolium Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. I. 
p. 16 (1863)-Fr. Schmidt in Mém. Acad. Sci. St. Pétersb. sér 7. 
XII. no 2. p. 140 (1868)-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflan- 
zenfam. III. Abt. 8. p. 51 (1897)-Palibin in Acta Hort. Petrop. 
XVII. p. 99 (1898)-Komarov in Acta Hort. Petrop. XXV. p. 122 
(1905)-Nakai in Journ. Coll. Sei. Tokyo XXVI. Art. 1. p. 275 (1909); 
XXXI. p. 493 (1911)-Matsumura, Ind. Pl. Jap. II. pt. 2. p. 420 


(1912), pro parte-Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 422, fig. 530 (1914); 


or 
m eye eae 


Veg. Isl. Quelpaert p. 68, no 952 (1914); Veg. Isl. Wangto p. 11 
(1914); Veg. Diamond mts p. 180 no. 476 (1918); Veg. Dagelet Isi. 
p. 23 no 261 (1919); in Journ. Arnold Arboret. V. p. 11 (1924)- 
Makino & Nemoto, Fl. Jap. p. 471 (1925). 

Brassiopsis ricinifolia Seemann in Journ. Bot. Il. p. 291 (1864). 

Acanthopanax ricinifolium Seemann in Journ. Bot. VI. p. 140 
(1868); Rev. Heder. p. 86 (1868)-Marchal in Bull. Soc. Bot. Belg. XX. 
p. 85 (1881)-Shirasawa, Icon. Ess. For. Trees Jap. II. t. 56, fig. 
11-24 (1909)-Schneider, Illus. Handb. Laubholzk. IT. p. 429, fig. 289. 
v-z, fig. 291, b-c (1909)-Rehder in Bailey, Cyelop. Americ. Hort. I. 
p. 11 (1900); in Bailey, Stand. Cyclop. Hort. I. p. 192, fig. 80 (1914)- 
Koehne in Mitt. Deutsch.: Dendrol. Gesells. XXII. p. 145 (1913)- 
Bean, Trees & Shrubs. Brit. Isl. I. 131 (1914). 

Acanthopanax ricinifolia Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. I. 
p. 193 (1875). 

Acanthopanax ricinifolium Decaisne & Planchon apud Layallee, 
Arb. Segrez. p. 126 (1877)-Dippel, Handb. Laubholzk. III. p. 237 
(1893)-Schelle in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XVIII. p. 229 
(1909). 

Tetrapanax ricinifolium Koch in Wochenschrift Girtn. Pflanzenk. 
II-.p2 974 (1859). 

Acanthopanaz ricinifolium var. Maximowiczii Koehne, l. c. p. 148, 
pro parte-Harms in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesell: XXVII. p. 51 
(1918), pro parte. 

Kalopanax autumnalis Koidzumi in Tokyo Bot. Mag. XXXVII. p. 
z58 (1923).-Makino & Nemoto, Fl. Jap. p. 470 (1925). 

Kalopanax septemlobus Koidzumi in Tokyo Bot. Mag. XXXIX. p. 
306 (1995). 

Kalopanax pictum var. typicum Nakai, comb. nov. 

Syn. Kalopanaw vicinifoliwm var. typicum Nakai in Journ. Arnold 
Arboret. V. p. 12 (1924). 

Arbor magna. "Truncus saepe diametro usque 1 m. vel ultra. Cortex 
trunci longitudine sulcata cinerea. Trionus glaber vulgo aculeis planis 


rigidis rectis vel subcurvatis horridus. Folia longe petiolata; petioli 


teres sed basi dilatati et amplexicaules glabri 5-50 em. longi; lamina 
glabra ad medium 5-9 fida mucronato-serrulata, lobis ovatis attenuatis, 
foliorum ramorum juvenilum vulgo profundius laciniata, lobis lan- 
ceolatis vel oblanceolatis argute serratis, supra viridis infra pallida et 
axilis venarum primariarum saepe barbata. Inflorescentia in apice 
rami hornotini terminalis umbellata ambitu spheerica vel hemisphaerica 
vel elongata. Braetese magne 1-2em. longs caducs. — Bracteole 
squamosee caducee. Pedicelli fere 1cm. longi glabri. Calycis tubus 
glaber hemisphaerieus vel obovatus vel turbinatus et in pedicellum 
attenuatus; limbus cupularis vel breve colliformis minutissime 5- 
dentatus; petala aestivatione valvata alba decidua, intus medio carinato- 
elevata; stamina 5 filamentis albis elongatis linearibus, antheris late 
ellipticis subrubescentibus; discum leviter convexum. — Drupa baceata 
nigra 5-6 mm. lata globosa; pyrenz crustacese dorso eximie jugate, 
laterali bisuleatae, ventre planse. Semina triquetra. Albumen aequabile. 

Nom. Jap. Harigiri vel Sennoki. 

Nom. Kor. Om-nam, Op-nam, Bong-nam. 

Hab. Korea tota, Archipelago, Dagelet & Quelpaert. 

Distr. China, Manshuria, Liukiu, Japonia & Sachalin. 

Kalopanax pictum var. magnificum Nakai, comb. nov. 

Syn. Hibiscus foliis subtus tomentosis Thunberg, Fl. Jap. p. 356 (1784). 

Kalopanax ricinifolium var. magnificum Zabel in Gartenwelt XI. 
p. 595, fig. in p. 539 (1907)-Koehne in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XXII. p. 150 (1915)-Harms in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. 
XXVII. p. 32. t. 5. g-O; t. 86 (1918)-Nakai in Journ. Arnold 
Arboret. V. p. 12 (1994). 

Acanthopanax acerifoliwm Schelle in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. 
XVII. p. 212 (1908). 

Kalopanax ricinifoliwm (non Miquel) Matsumura, Ind. Pl. Jap. II. 
pt. 2. p. 420 (1912), pro parte. 

Folia subtus pilis simplicibus elongatis erispis vel multifidis plus 
minus lanata, ad medium late 5-7-fida. 

Hab. in Korea media, rara. 


Distr. Yeso, Hondo & China. 
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Gn. 4. MMC Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd.-Bat. I. p. 16 
(1863). 





Syn. Panax (non Linnaeus) pro parte, A. P. de Candolle, Prodr. 
IV. p. 252 (1830)-G. Don, Gen. Syst. III. p. 384 (1834). 


» 
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Panax 2. Oplopanax Torrey & Gray, Fl. North America I. p. 648 
(1840). 

Echinopanaz Decaisne & Planchon in Rev. Hort. 1854, p. 105, 
sine descript. zgn.-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. 
Abt. S. p. 34 (1894)-Schneider, Illus. Handb. Laubholzk. II. p. 429 
(1909)-Nakai in Journ. Arnold Arb. V. p. 14 (1924). 

Aralia Subgn. Echinopanax Decaisne & Planchon apud Miquel, 1. c. 
pro syn. 

Horsfieldia (non Blume) Seemann in Journ. Bot. V. p. 257 (1867). 

Fatsia (non Decaisne & Planchon) Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. 
pt. 3. p. 937 (1867), pro parte. 

Frutex. Caulis indivisus vel oligoramis dense aciculatus. Folia 
annua longe petiolata palmatifida saepe peltata dense aciculata. Flores 
umbellati vel racemosi; iterum racemosi vel paniculati, polygamo- 
monoeci cum pedicellis inartieulati. Calycis limbus destitutus vel 5- 
dentatus vel 1-4 dentatus, dentibus brevibus vel elongatis persistentibus. 
Petala 5 decidua. Stamina 5 decidua; filamenta linearia. Styli 2 
liberi vel ad medium connati. Ovarium 2-loculare. Drupa baccata 
rubra vel lateritia 2 pyrena. Albumen aequabile. 

Apecies 3 in America boreali, Japonia & Korea indigens. 

Flores racemosi vel subumbellati. Folia duplicato-lobulata 
aciculis robustis horrida. Inflorescentia fuscescenti-ciliata... 

1 z-sete se scuestoe chess etes Oplopanas OD OT/ CUTS NK: 

Hab. in Yeso & Hondo. 
Flores stricte umbellati. Folia tantum lobata dense aciculata. . . 2 
Inflorescentia patentim albo-barbata. Calycis dentes subnulli. 
saepe subpeltata. ........ ...Oplopanaz horridum Miquel 

o Hab. in America bor. 

Inflorescentia fuscescenti-ciliata. Calycis dentes saepe evoluti. 
Folia nunquam peltata. ..........Oplopanaa elatum Nakai 


Hab. in. Korea. 


9. Oplopanax elatum Nakai (Tabula nostra XI). 


Oplopanax elatum Nakai, comb. nov. 


Qn = 


Syn. Echinopanex horridum Komarov in Acta Hort. Petrop. XXV. 
pt. 1. p. 119 (1905); Fl. Mansh. III. p. 119 (1907)-Harms in Mitt. 
Deutsch. Dendrol. Gesells. XXVII. p. 34 (1918), pro parte. 

Echinopanaz elatum Nakai in Journ. Coll. Sci. Tokyo XXVI. art. 
1. p. 276 t. XV. (1909); Chosen-shokubutsu I. p. 419. fig. 527. (1914); 
Veg. Mt. Chirisan p. 41. n. 344 (1915); Veg. Diamond Mts p. 180. 
n. 474 (1918); in Journ. Arnold Arboret. V. p. 15 (1924). 

Frutex. Caulis simplex vel divisus usque 2-3 metralis densissime 
aciculatus. Petioli dense aciculati. Lamina breve 5-7 lobata supra 
viridis secus venas primarias glabra vel sparsissime minute aciculata, 
infra pallida secus venas aciculata, margine mucronato-serrata et 
barbulata. Umbellse racemoso-decompositse pubescentes. Calyx saepe 
5-lobis, lobis persistentibus. Styli interdum ad medium connati, vulgo 
subliberi. Drupa baccata lateritia vel rubescens. 

Hab. in umbrosis silvarum Korese sept. et montibus Korese media 

& australis. 


Planta endemica. 
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Gn. 5. Textoria Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd.-Bat. I. p. 3 & 12 
(1863). 

Syn. Dendropanax (non Decaisne & Planchon) Seemann in Journ. 
Bot. II. p. 299 (1864), pro parte; Rev. Heder. p. 27 (1868), pro parte- 
Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 943 (1876); pro parte. 

Gilibertia (non Gmelin, nec Ruiz & Pavon) Harms in Engler & 
Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. S. p. 40 (1894); pro parte. 

Gilibertia Sect. T'extoria Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 
22, (1924). 

Arbores vel frutices glabri. Folia biennia petiolata simplicia integra, 
saepe 3-5 fida. Umbelle solitariae erect. Bractese minute vel 
destitutee. Pedicelli cum floribus inarticulati. Flores hermaphroditi 
vel polygamo-monoeci, calycis tubus ovario adnatus campanulatus vel 
turbinatus, limbus subinteger vel breve 5-dentatus; petala 5 aestivatione 
valvata post anthesin decidua; stamina 5, anthere ovate vel oblonge; 
discus in columnam stylorum abiens nectarifer; ovarium 5-loculare; 


- 


styli 5 toto vel supra medium connati; stigmata 5; 


2 


drupa globosa vel 
elliptica baccata carnosa; pyrene crustacese: albumen homogeneum. 


Species 4 in China, Formosa, Korea & Japonia indigens. 


M ec 


10. Textoria morbifera Nakai (Tabula nostra XII-XIII). 


Textoria morbifera Nakai, comb. nov. 

Syn. Dendropanaz morbiferum Léveilé in Fedde, Rep. Spec. Nov. 
VIII. p. 493 (1910). 

Gilibertia morbifere Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 22 
(1924). 

Arbor magna usque 15 m. alta ramosa; truncus cinereus diametro 
usque S0cm. rami hornotini robusti, lucidi, virides. Folia lucida; 
petioh 1-15 cm. longi supra plani vel subcanaliculati; lamina ovata 
vel oblonga indivisa sed trionum vulgo 3-5 fida, usque ad 20 cm. 
longa 10cm. lata. Umbelle terminales, vulgo solitariee; pedunculi 
2-5 em. longi; pedicelli 5-10 mm. longi. Fructus ellipsoideus vel late 
ellipsoideus, maturus niger, 7-10 mm. longus, stylo columnari apice 
5-lobulato 1.5-2.0 mm. longo coronatus. 

Hab. in Quelpaert et in Archipelago Koreano. 


Planta endemica. 
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Gn. 6. Hedera [Plinius, Nat. Hist. liber XVI. Caput 34 (1469)- 
Dioscorides, liber (interprete Virgilio) Il. (1518)-Theophrastus, liber 
III. caput 15, interprete Gaza (1528)-Brunfels, Nov. Herb. p. 6-10 
.cum 2 figs. (1531).-Tournefort, Instit. Rei Herb. p. 612 fig. 384 
(1700)-Linnaeus, Gen. Pl. p. 160 (1737); Hort. Cliffort. p. 74 (1737)]- 
Linnaeus, Gen. Pl. ed. 5. p. 95 (1754)-Necker, Elem. Bot. I. p. 158 
(1790)-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 261 (1850), pro parte- G. Don, 
Gen. Syst. III. p. 391 (1834)-Endlicher, Gen. Pl. p. 795 (1836-40), 
pro parte-Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 946 (1867), pro parte- 
Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 41 
(1894).-Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 24 (1924). 

Planta lignosa alte scandens. Folia biennia petiolata simplicia 


= 


indivisa vel palmatim 3-7 lobata exstipullata. Umbelle terminales 
simplices vel racemosee vel corymbosze, adpresse  stellulato-pilosie. 
Bracteze minutissim:e vel nulle. Flores cum pedicellis inarticulati; 
margo calycis non prominens vel sub lente minute 5-dentatus; petala 
5 valvata; stamina 5, antherse ovatie: discus convexus; styli 5 in 
columnam connati; stigmata obscure 5-lobata; ovarium 5-loculare. 
Fructus baccatus 5-pyrenis. Testa pyrenie membranacea. Semen 
ovoideum; albumen ruminatum. 


Species 7 in Europa et Asia indigen:e. 


11. Hedera Tobleri Nakai (Tabula nostra XIV-XV ). 


Hedera Tobleri Nakai, nom. nov. 
Syn. Hedera Helix (non Linnaeus) Thunberg, Fl. Jap. p: 102 (1784)- 
Siebold & Zuccarini, l. c.-Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. I. p. 


(1784)-194. (1875). 

Hedera rhombea Siebold & Zuecarini in Abh. Akad. Muench, IV. 
2. p. 202 (1845), nom. nud., pro parte.-Lavallée, Arb. Segrez. p. 126 
(1877), nom. nud.-Bean, Trees & Shrubs Brit. Isl. I. p. 609 (1914). 

Hedera Helix var. rhombea Miquel in Ann. Mus. Bot. Ludg. Bat. 
I. p. 13 (1863).-Franchet & Savatier, l.e. p. 195.-Nicholson, Gard. 
Dict. II. p. 122 (1887)-Beissner, Schelle & Zabel, Handb. Laubholz. 
Benn. II. p. 122 (1887). 

Hedera colehica (non Koch) Seemann in Journ. Bot. IL. p. 907 
(1864), pro parte-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. 
Abt. 8. p. 42 (1897); pro parte-Palibin in Acta Hort. Petrop. XVII. 
p. 99 (1898)-Nakai in Journ. Coll. Sei. Tokyo XXVI. Art. 1. p. 
274 (1909); Chosen-shokubutsu I. p. 421, fig. 529 (1914); Veg. Isl. 
Quelpaert p. 68 n. 951 (1914); Veg. Isl. Wangto p. 11 (1914). 

Hedera japonica (non Junghuhn) Paul in Gard. Chron. 1867, p. 
1215; in Florist & Pomol. 1370, p. 272. 

Hedera Helix var. japonica Lavallée, Arb. Segrez. p. 126 (1877), 
nom. nud. 

Hedera japonica Siebold apud Lavallée, 1. c. pro syn., non Junghuhn. 

Hedera Helix var. colchica Makino in Tokyo Bot. Mag. VIII. p. 
300 (1894). 

Hedera japonica Tobler, Gatt. Hedera p. 84, fig. 49-44 a (1912)- 
Fedde, Repert. Spec. Nov. XIII. p. 160 (1914)-Rehder in Bailey, 
Stand. Cyelop. Hort. III. p. 1488 (1914)-Nakai, Veg. Dagelet Isl. p. 
:23, no. 260 (1919); in Journ. Arnold Arboret. V. p. 25 (1924). 

Caulis scandens. Folia biennia supra lucida viridissima venis 
impressis, infra pallida venis elevatis primo pilis dimorphis 7-14 
radiatis stellulata, stellis nune bilobatis nunc radiatis, sed mox glabres- 
centia. Folia ramorum sterilium 3-5-lobata vel quinquangularia, lobis 
mediis saepe utrinque grossidentata vel trilobulata, ramorum fertilium 
ovata vel ovato-lanceolata vel late ovata. Umbellie corymbos: sub 
anthesin pilis 7-14 radiatis sordide griseo-fuscis stellulatze sed in fructu 
glabrescentes. Bracteze caducze stellulato-pilosee vix 1mm. lonegze. 
Calycis lobi 


た っ 


5 minutissimi sub lente tantum videri sunt. Petala 5 


—É 44: —— 
LJ 
viridia extus sordide stellulata intus medio costato-elevata apice subun- 


guieulata 9-4 mm. longa decidua aestivatione valvata ovato-triangularia 
sub anthesin reflexa. Stamina 5 petalis alterna erecta vel ascendentia, 
Filamenta 5mm. longa pallida viridescentia ad apicem sensim angu- 
stata. Antherie versatiles biloeulares 1.5 mm. long virides connectivo 
tantum in medio anther:e evoluto. Pollinia alba. Discus sub anthesin 
viridis sed mox purpurascens breve conicus 2 mm. altus obscure 10- 
sulcatus sparsissime minutissime stellulatus. Styli 5(4) toto connati 
columnares vix 1mm. longi. Stigma obscure 5-(rarius 4) lobatum. 
Ovarium 5-(rarius 4) loculare. Drupa baceata globosa vel depresso- 
globosa nigra diametro 8-10 mm. Pyrenze membranaceze. Semen ab 
avibus distributum. 

Nom. Jap. Kidzuta. 

Nom. Kor. Song-ak vel Kamaksal. 

Hab. in Korea austr., Archipelago Koreano, Quelpaert et Dagelet. 

Distr. Kiusiu, Shikoku & Hondo. 

Siebold and Zuccarini's Hedera rhombed is, not only nomen nudum, 
but consists of 2 different species belonging to distinct genera: they 
are the flowering branch of the Japanese Hederoe and fruiting specimen 
of Textoria trifida (Gilibertia trifida). The type-specimen is in the 
Rijksherbarium at Leiden. They distributed the same set to the Paris- 
Museum and the Gray-Herbarium. I have given up Hedera japonica 
Tobler, because the same name was already used by Junghuhn to 
denote Vextoria trifida and by Paul and Siebold to the Japanese 
Hedera. 
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Gn. 7. Aralia [Tournefort, Inst. Rei Herb. p. 200 t. 154 (1700)- 
Linnaeus, Gen. Pl. ed. 1. p. 88. n. 251 (1737); Hort. Cliffort. p. 113 
(1737)]-Linnaeus, Gen. Pl. ed. 5. p. 134 (1754)-Adanson, Fam. PI. 
II. p. 103 (1763)-Houttuyn, Pflanzensyst. I. p. 408 (1777)-Jussieu, 
Gen. Pl. p. 218 (1789)-Necker, Elem. Bot. I. p. 153 (1790)-Ventenat, 
Tabl. Veg. III. p. 3 (1799)-Persoon, Syn. Pl. I. p. 331 (1805)-J. 
St. Hilaire, Exposit. Fam. Pl. I. p. 463 (1805).-A. P. de Candolle, 
Prodr. IV. p. 257 (1830), pro parte-G. Don, Gen. Syst. III. p. 388 
(1834), pro parte-Endlicher, Gen. Pl. p. 794 (1836-40)-Miquel in 
Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. I. p. 6 (1863)-Bentham & Hooker, Gen. 
Pl. I. p. 956 (1867), excl. Sect. Ginseng-Seemann in Journ. Bot. VI. 
p. 133 (1868)-Koch, Dendrol. I. p. 672 (1869)-C. B. Clarke in 
Hooker fiL, Fl. Brit. Ind. II. p. 721 (1879), excl. Sect. Gnseng- 
Harms in Bot. Jahrb. XXIII. p. 11 (1896); in Engler & Prantl, Nat. 
Pflanzenfam. III. Abt. S. p. 56 (1897)-Britton & Brown, Illus. FI. 
II. p. 505 (1897)-Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 27 (1924). 


Herb: perennes, frutices vel arborescentes saepe aculeatie. Folia 


1-2 tim pinnata. Stipullse nulle vel paulum prominentes. Umbell:e 
umbellatim vel racemosim vel paniculatim decomposite. — Pedicelli 
bracteati sub flores articulati. Calycis limbus truncatus vel breve 5- 
dentatus. Petala 5 aestivatione imbricata. Stamina 5. Diseus sub- 
planus vel conicus. Styli 5 liberi vel eoaliti. Ovarium 5-loculare. 
Pyren: crustacese vel dure. Albumen sequabile. 

Species eire. 25 in America bor., Asia orient. et in Archipelago 
Indi: orientalis incole. 

Sect. I. Eu-Aralia. 

Frutex. Inflorescentia erecta paniculatim ramosa, ramulis apice um- 
belliferis. Continet Aralia spinosa Linnzeus, Aralia chinensis Linn:eus. 

Sect. II. Herbaralia Nakai, sect. nov. 

Herbs perennes. Inflorescentia erecta paniculatim ramosa, ramulis 
apice umbelliferis. Continet Aralia racemosa Linn:us, Aralia cordata 
Thunberg. ete. 

Sect. III. Dimorphanthus Miquel in Fl. Ind. Bat. I. p. 749 (1855); 
in Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. I. p. 6 (1861). 

Syn. Dimorphanthus Miquel, Comment. Phytogr. p. 95, t. 12 (1540)- 
Endlicher. Gen. Pl. Suppl. II. p. 70 (1842). 

Frutex. Axis primaria inflorescentiz brevissima, secundaria um- 
bellata divaricata et  racemoso-decomposita, ramulis umbelliferis. 
Continet Aralia hypoleuca Presl, Aralia elata Seemann, Aralia Decais- 


neana Hance, Aralia Planchoniana Hance, etc. 


12. Aralia elata Seemann (Tabula nostra XVI). 


Aralia elata Seemann in Journ. Bot. VI. p. 134 (1868); Rev. Heder. 
p. 90 (1868)-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 
8. p. 57 (1897)-Nakai in Journ. Arnold Arboret. V. p. 30 (1924). 

Syn. Dimorphanthus elatus Miquel, Comment. Phytogr. p. 95, t. 12 
(1840). 

Aralia canescens Siebold & Zuccarini in Abh. Akad. Muench. IV. 
Abt. 2. p. 202 (1845)-Lavallée, Arb. Segrez. p. 125 (1877). 

Aralia mandshurica Maximowicz in Bull. Phys-Math. Acad. Sci. 
St. Pétersb. XV. p. 134 (1865); in Mél. Biol. II. p. 427 (1857). 
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Dimorphanthus mandshuricus Ruprecht & Maximowiez in Mém. 
Div. Sav. Akad. Sci. St. Petersb. IX. p. 133 (1859)-Fr. Schmidt in 
Mém. Akad. Sci. St. Pétersb. sér. 7, XII. no. 2. p. 141 (1868). 

Aralia spinosa (non Linnaeus) Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd. 
Dat. I. p. 7 (1865), pro parte. 

Aralia Mandshurica Seemann in Journ. Bot. VI. p. 134 (1569)- 
Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 417, fig. 524 (1914); Veg. Isl. Wangto 
p. 11. (1914); Veg. Mt. Chirisan p. 40, no. 343 (1915). 

Aralia spinosa var. glabrescens Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. 
I. p. 191 (1875). 

Aralia spinosa var. canescens Sargent, Sylva North Amer. V. p. 
60 (1893). 

Aralia chinensis var. canescens Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 492 
(1893)-Dippel, Handb. Laubholzk. III. p. 293 (1895), excl. pl. 
Chinenses.-Rehder in Bailey, Cyclop. Americ. Hort. I. p. 88 (1900). 

Aralia chinensis var. glabrescens Schneider, Illus. Handb. Laub- 
holzk. II. p. 431 (1911), exel. Pl. Chinenses.-Rehder in Bailey, 
Stand. Cyclop. Hort. I. p. 344 (1914)-Nakai, Veg. Diamond Mts p. 
180, no. 472 a (1918). 

Aralia chinensis (non Linnaeus) Nakai, Veg. Isl. Quelp. p. 68, no. 
948 (1914); Veg. Dagelet Isl. p. 23, no. 258 (1919). 

Aralia chinensis var. mandshuria Rehder apud Nakai, Veg. Diamond 
Mts. p. 180, no. 472 b. (1918). 

Frutex. Caulis usque 5-6 m. altus; truncus diametro usque 10-15cm; 
sed vulgo humilior. Folia bipinnata, basi pinnarum foliolis solitariis 
suffulta, saepe armata.  Foliola subsessilia ovato-elliptica vel late ovata 
acuminata minute vel grosse duplicato-serrulata, supra viridia supra 
venas pilosa, infra glaucescentia vel glauca secus venas tantum pilosa. 
Inflorescentia rufescenti-pilosa terminalis; axes primarie umbellatse 
deinde racemoso-decomposit:e; ramuli cum umbellis terminati; bractese 
angustissimz lineares pilosee. Flores hermaphroditi vel masculi; 
pedicelli rufescenti-pilosi apice articulati: calycis tubus glaberrimus, 
lobis acutis; petala anguste ovata acuta alba reflexa decidua; stamina 


glabra; styli 5 liberi recurvi. Drupa baccata parva nigra. 


4S 


Nom. Jap. Tara-no-ki. 


Nom. Kor. Ogapi, Ogalpi, Oga-mok, Tourupp, Tourunnam, Doroun- 


nam 


Hab. in Korea tota. 


Distr. Manshuria, Amur, Ussuri、 Yeso, Hondo, Shikoku, Kiusiu 


et Liukiu. 
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Acanthopanax koreanum 
Nakai 
Acanthopanasx sessiliflorum 
Seemann 
Acanthopanax chiisanense 
Nakai 


Acanthopanac seoulense Nakai 


Acanthopanax rufinerve Nakai 
Eleutherococcus senticosus 
Maximowicz 
Eleutherococcus koreanus ; 
Nakai 
Kalopanax pictwm Nakai 
Oplopanax elatum Nakai 
Textoria morbifera Nakai 
Hedera Toblert Nakai 


Aralia elata Seemann 
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Adanson 1) 


Ascherson & P. Graebner 2) 


Baillon 3) 
. T. Bartling 4) 
. Bauhinus : 5) 


. Beissner, E: Schelle, H. Zabel 


6) 


. Bentham & J. D. Hooker 7) 


. L. Britton & A. Brown 8) 


. P. de Candolle 9) 
A. Carriére 10) 
G. Champion & G. Gardner 


11) 


Clusius 12) 
13) 
Cordus 14) 
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Go im c4 v REA 

Caprifolia in * Familles des plantes? II. p. 153- 
159 (1765). 

Cornacec in ‘Flore des nordostdeutschen Flach- 
landes' p. 538-539 (1899). 

Cornaceés in * Histoire des plantes" VII. p. 66-83. 
(1880). | 

Hederacee in Ordines naturales plantarum p. 
238-239 (1830). 

Periclymenum humile in Pinax theatri botanici p. 
302 (1632); Cornus in ibidem p. 446-447. 


Cornacee in Handbuch der Laubholz-Benennung 
p. 365-371 (1903). 

Cornacee in Genera Plantarum I. p. 947-952 
(1879). 

Cornacee in An illustrated Flora of northern 
United States, Canada and the British Posses- 
sions II. p. 660-666 (1897). 

Cornee in Prodromus systematis naturalis regni 
vegetabilis IV. p. 271-276 (1830). 

Les Aucubas in Revue Horticole XXXVII. p. 
88-89 (1866). E 


Hamamelidacee 一 Hamamelee 一 Helwingiee in 
Hooker, Kew Journal I. p. 323 (1849). 

Cornus in Rariorum Plantarum Historia, liber 
I. p. 12-18 (1601); Chamepericlymenum, |. e. p. 
59-60, cum fig. 

Chamepericlymenum prutenicum in Atrebatis 
rariorum aliquot Stirpium, per Pannoniam, 
Austriam, et vicinas quasdem Provincias obser- 
vatarum Historia p. 87-89, tab. in p. 88 (1583). 

Pseudocrania in Annotationes in P. Dioscoridis 
Anazabei primum de medica materia librum p. 
187, cum fig. (1561). 


J. Decaisne 


R. Dodoneus 


G. Don 

J. Génie 
S. Endlicher 
P. D. Giseke 


H. Harms 


J. St. Hilaire 
J. Gaertner 


W. J. Hooker 


A. L. de Jussieu 


G. Kirchner 


K. Koch 
E. Koehne 


C. S. Kunth 


L. L'Heritier 
J. Lindley 


16) 


17) 


18) 


19) 


20) 
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Remarques sur les affinités du genre Helwingia, 
et établisement de la famille des Helwing:acées, 
in Annales des sciences naturelles, 2 sér. V. p. 
65-76, Pl. 6-7 (1836). 

Cornus mas et C. faemina in A Nieuve Herball 
p. 725-726, cum fig. (1578). : 

Cornus in Stirpium Historie Pemptades p. 790 
cum tab. (1583). 

Cornet in A General History of Dichlamydeous 
Plants III. p. 398-401 (1834). 

Chamepericlymenum in The Herball or generall 
history of plantes p. 1113, cum fig. (1597). 

Cornee in Genera Plantarum p. 798-799 (1839); 
Helwingiacee l. c. p. 328-329. 

Stellate in Praelectiones in Ordines Naturales 
Plantarum p. 520-527 (1791). 

Cornacee in Engler & Prantl, Die natürlichen 
Pflanzenfamilien III, Abteilung 8, p. 250-270 
(1897). 

Caprifoliacee in Exposition desfamilles naturalles 
I. p. 451-461 tab. 65 fig. 18-20 (1805). 

Cornus in De Fructibus et seminibus plantarum 
p. 126-127, t. 26, fig. 4 (1788). 

Benthamia fragifera in Botanical Magazine 
LXXVIH. t. 4641 (1852). 

Caprifolia in Genera Plantarum p. 210-215 (1789). 

Cornee in Arboretum Muscaviense p. 419-425 
(1864). 

Cornacee in Dendrologie I. p. 682-698 (1869). 

Cornacee in Deutsche Dendrologie p. 434-439 
(1893). 

Caprifoliacee-Cornee in Nova Genera et Species 
Plantarum JII. p. 335-336 (1818). 

Cornus, 15 pages 6 plates (1788). 

Caprifoliacee in An Introduction to the natural 
system of Botany p. 208-208 (1839). 

Benthamia & B. fragifera in Botanical Register 
XIX t. 15:8 (1833). 

Cornacee in A Natural System of Botany p. 49 
(1836); Santalacee l. c. p. 193. pro parte. 


H. F. Link 


C. a Linneus 


P. A. Matthioli 


C. A. Meyer 


F. A. G. Miquel 


C. Moench 


T. Nakai 


F. M. Opiz 
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. H. Persoon 
S. Rafinesque 
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A. Rydberg 


C. Schkuhr 
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50) 


51) 


J. Sibthorp & J. E. Smith 52) 


Cornacee in Handbuch zur Erkennung der 
nutzbarsten und  háufigsten vorkommenden 
Gewachse II. p. 2-4 (1831). 

Cornus in Genera Plantarum ed. 1. p. 29 (1737). 

Cornus in Species Plantarum ed. 1. p. 117-118 
(1753). 

Cornus in Genera Plantarum ed. 5. p. 54 (1754). 

Cornus in Mediei Senensis Commentarii p. 140- 
141, cum fig. (1554). 

Ueber einige Cornus Arten, aus der Abtheilung 
Thelycrania, in Bulletin Physico-Mathématique 
de Académie de Saint-Pétersbourg III. p. 371- 
373 (1844). 

Sur quelques espéces de Cornus appartement au 
sousgenre Thelycrania, in Annales des Sciences 
naturelles, 3 sér. IV. p. 58-74 (1845). 

Cornacee in Annales Musei Botanici Lugduno- 
Batavi II. p. 159-160 (1865). 

Cornus in Methodus ad plantas agri et horti 
botaniei Marburgensis II. p. 107-108 (1794). 

Cornacec in Japan, in Tokyo Botanical Magazine 
XXIII. p. 35-45 (1909). a 

Cornacee in Journal of College of Science, Tokyo, 
XXVI. article 1. p. 279-282 (1909). 

Cornacee in Chosen-shokubutsu I. p. 424-430 
(1914). 

Cornus in Seznam rostlin Kvzteny ceske p. 52 
(1852); Svjda, l.c. p. 94. 

Cornus in Synopsis Flantarum I. p. 143-144 (1805). 

Cornus or Cornels (Cornus, Eukrania, Cynoxylon, 
Benthamia, ete. in Alsographia Americana p. 
58-63 (1838). 

Cornella in Bulletin of Torrey's Botanical Club 
XXXIII. p. 147 (1906). 


Cornus in Botanisches Handbuch der mehresten 


Theils in Deutschland wild wachsenden, theils 
auslandischen in Deutschland unter íreiem 
Himmel ausdauernden Gewachse; Theil. I. p. 
81-83, t. XXIV (1891). 
Cornus et C. mas in Flore Graec II. p. 41-42 


J. Süns 


J. K. Sinall 
J. E. Smith 
E. Spach 

Theophrastus 


C. P. Thunberg 


E. P. Ventenat 


JF. Wangerin 


ME) 


57) 


64) 


65) 


I BON 


t. 151 (18153). 

Cornus florida in Botanical Magazine XV. t. 526 
(1801). 

Cornus canadensis in Botanical Magazine XXII. 
t. 880 (1805). 

Cornus mascula in Botanical Magazine LIII. t. 
2675 (1826). 

Nyssacee in Flora of Southern United States ed. 
1. p. 851-854 (1903). 

Cornus sanguinea in English Botany IV. t. 249 
(1795). 

Cornacee in Histoire naturelle des végétaux 
VIII. p. 86-110 (1839). 

Cornus mascula et C. faemina in De Historia 
Plantarum, interprete Gaza, III. p. 97-101 (1529). 

Aucuba in Dissertatio de novis plantis III. p. 
61-62 (1783). 

Aucuba in Flora Japonica p. 4-5 (1784); Aukuba 
japonica l.c. p. 64-65; Cornus l.c. p. 62-63; 
Osyris l.c. p. 31. 

Osyris japonica in Icones Plantarum Japonicarum 
III. t. 1. (1801). 

Caprifoliacee in Tableau du régne végétale II. 
p. 593-607 (1799). 

Die Umgrenzung und Gliederung der Familie der 
Cornacee in Beiheite zu Botanischen Jahrbü- 
chern XXXVIII Heft. 2. p. 1-88 (1905). 

Cornacee in Engler, Das Pflanzenreich IV. no 
229, 110 pages (1910). 
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1888 年 英國 ク F.B. Forbes, W. B. Hemsley 雨 氏 ハ The Journal of 
the Linnaean Society # —1—4&-— 


Cornus canadensis Linnaeus WEE (Perry FRO). 
Cornus macrophylla Wallich 人 冬山 (Wilford fg). 


Cornus officinalis Sieb. & Zuec. 京城 (Carles 探 収 ). 


Aucuba japonica Thunb. 


ノ 四 種 ラ 載 ス 。 


B28 (Oldham 探 履 ). 


> 
— 58 一 


1898 4p$EH]^ J. Palibin KI&» Acta Horti Petropolitani 第 士 七 乱 = 


Cornus Kousa Buerg. 京城 (Kalinowsky ffl). 
Cornus macrophylla Wall. 会 山 (Wilford fg). 京城 


(Sontag f£). 
Cornus officinalis Sieb. & Zucc. 京城 (Carles JJ). 
Aucuba japonica Thunb. EE (Oldham 探 履 ). 
7 ORG 7 BS EA Cornus macrophylla +> Cornus controversa Hemsley 
ト Cornus corcana Wangerin トニ ナル 。・ 
1905 46, #7 V. Komarov I&- Acta Horti Petropolitani 2$ —-Fn. 
4^ iit = 
Cornus canadensis Linn. 
Cornus macrophylla Wallich (Cornus controversa Hemsley 7 wt). 
ガ 北 鮮 = ア シュト ラ 記 ス 。 
1908 年 A IB 7 REM iac iu SIME rp EGRE 7 AC READ 7 IDR al] S 7 
7 NUUS WESS = th ev WHA = >> Cornus macrophylla Wallich 7 
J. Zu RERCH FI UY © Cornus controversa Hemsley ナリ 。 
同年 W. Wangerin I&^- Fedde RR IE 7 Repertorium Novarum Speci- 
erum regni Vegetabilis #5 7N 48 = dj fire 7 AO & 7 — RHE Cornus coreana 
ラ 記述 そり 。 
1909 年 C. K. Schneider 氏 へ 其 著 Illustriertes Handbuch der Laub- 
holzkunde 第 二 乱 = 朝鮮 産 ノ 四 照 花 科 植物 五 種 ラ 載 ス 。 
Cornus controversa, Hemsley. 
Cornus macrophylla Wallich (Cornus brachypoda 7 85). 
Cornus coreana Wangerin. 
Cornus Kousa Buerger. 
Aucuba japonica Thunberg. 
I] 454 2 8 EAE PD 7 YOR i KELL A BALES 26 ARGS = 
BEALE A Srp = >> 
Cornus Kousa Buerger. 
Cornus canadensis Linnaeus. 
Cornus macrophylla Wallich (Cornus controversa Hemsley 7 $5). 
Cornus brachypoda C. A. Meyer (Cornus coreana Wangerin 7 we). 
Aucuba japonica Thunberg. 
7 5 種 ラ 載 ス 。 


1910 年 Walther Wangerin 氏 ハ Engler IC iir{é 7 Das PHanzenreich 
第 4 AS 229 ER= AUF 7 REP 7 aix. Je — AERE Pow 
Aucuba japonica Thunberg. 
Cornus controversa Hemsley. 
Cornus alba subsp. tatarica Wangerin (Cornus alba Linnaeus ナ 9 ). 
Cornus corcana Wangerin. 
Cornus officinalis Siebold & Zuccarini. 
2 5 種 ラ 載 ス 。 
1911 年 余 へ 十 鮮 植物 誌 第 二 部 ラ 東 京 交 大 理 掌 部 紀要 第 31 AB SK 
Cornus corcana Wangerin 7 [3$ z^ EH. Cornus alba ノ 新 産地 ラ 加 フ 。 
1914 年 三 月 余 へ 得 鮮 植物 + 題 シテ ー 書 成美 堂 書店 = ぉ リ 肥 行 を リ 。 其 
中 ニス 
Benthamia japonica Sieb. & Zuce. 
Benthamia viridis Nakai. 
Cornus controversa Hemsley. 
Cornus coreana Wangerin. 
Chamaepericlymenum suecicum Ascherson & Graebner. 
Aucuba japonica Thunberg. 
7 NAG 7 DORR AER V vor ah hal Re) 0 ASF STS Fh A F Cornacee 
= 従来 用 キア リッ シ 山 茶 英 科 ラ 四 照 花 科 ト 改 >、 蓄 と 山 茶 納 へ 本 來 支那 産 
クノ で ぐみ = シテ 電 鮮 、 日 本 = テム 之 ラ 説 ツテ Cornus officinalis = 7G 
YY, eH PRE (や まま ぼうし) ヲ 代 用 セ シ 所 以 ナ 7 。 
同年 四 月 朝鮮 弧 維 府 ハ 余 ノ 注 州 島 植 物 調査 書 ラ 上 逢 ス 基 中 = スハ 四 照 花 
科 = 
Aucuba japonica Thunberg. 
Benthamia japonica Siebold & Zuccarini. 
Benthamia japonica var. dilatata Nakai. 
Benthamia japonica var. exsucca Nakai. 
Benthamia viridis Nakai. 
Cornus brachypoda C. A. Meyer. 
Cornus controversa Hemsley. 
クモ 種 アリ 。 
同時 = 発 島 植 物 調査 書 モ 赤 上 梓 セ ラル 、 其 中 ニス 


Benthamia japonica Siebold & Zuccarini. 


aos dB e 


Cornus coreana Wangerin. 
Sele Wie 
同年 士 月 英 ク 2 W. J. Bean J&^ ‘Trees and Shrubs hardy in the British 
Isles’ 73^ v. WEE 7 PER bee > 
Cornus Kousa Buerger. 
Cornus officinalis Siebold & Zuccarini. 
Fike. A Cornus officinalis 方 得 鮮 ノ 原産 チア シュト ラ 明 記 セ モリ 。 赴 と 西 
A WAHL 7 DEE b Hle dà T3. 
Ii] 4-PF— H 4o HORUM ERS 28 AB = 
Benthamia viridis Nakai. 
Benthamia japonica a. typica Nakai. 
Benthamia japonica B. minor Nakai. 
Benthamia japonica y. exsucca Nakai. 
7 Bhi V v F RU. 
1915 4p— H PYG > de 7 AS SETUP tes 7 FD — Bgm. 其 中 
=> Dis 7 BREED 7 » © 
Benthamina japonica Siebold & Zuccarini. 
Cornus controversa Hemsley. 
Cornus coreana Wangerin. 
Cornus brachypoda C. A. Meyer. 
1918 4-9. BUGERVEP ae 7 Sel Pale 7 EDP A. 其 
中 ニハ 唯 Cornus controversa Hemsley 7 —f8 7 ~ 7 3, 
1919 年 十 二 月 、 重 鮮 総督 府 ハ 余 ノ 健 陵 島 植物 調査 書 ラ 印刷 = 附 ス 。 dt 
中 ニス Aucuba japonica Thunberg, Cornus brachypoda C. A. Meyer, 
Cornus controversa Hemsley 7 —f87 99, 





(=) WARE DONE BEY 7 8B 


あ を き Aucuba japonica っ 庭園 樹 ト シテ 美 シ ケレ ド Dou 
|. oun cou io 非 レ バ 基 用 ナシ 
テ 朝 鮮 = テ 経済 的 ノ 條 値 ナ シ 。 欧洲 = テム 十 八 世紀 末 = due x 
vA -7:740*-77, 


== ODORE 
Aucuba japonica angustifolia Carriére kf, WERE, 
Aucubajaponica aureo-maculata Hibberd 葉 ノ 中 央 黄色 、 終 へ 終 色 = 
TGARBET, 


Aucuba japonica bicolor Carriére BE. REE, 
Aucuba japonica concolor Regel XKk3dE. JE. 


Aucuba japonica latimaculata Kirchner EE, 

Aucuba japonica longifolia Standish #%f, EE. 

Aucuba japonica luteo-carpa Hort 葉 ふ 生長 ク 稀 = 白斑 アリ 、 
AE, 

Aucuba japonica macrophylla Carriére  X&3E,. 3E =H eK. 

Aucuba japonica macrophylla dentata Hort #2>KIB. AGED. 


Aucuba japonica maculata Regel 青葉 、 基 = 黄斑 アリ 。 

Aucuba japonica mascula bicolor Hibberd 葉 ハ 邊 分 黄色 、 全 分 綴 色 。 

Aucuba japonica ovata Siebold E> BUE. Hk. 

Aucuba japonica picta Siebold kik = ABET ) Re. 

Aucuba japonica pygmaea Siebold EE. FRR 

Aucuba japonica sulphurea Regel Jude. R= REIT 7 。 

Aucuba japonica variegata Regel BEEBEA o 

Aucuba japonica versicolor Regel Hei = TEBE T 9. fk-cIRGR 
色 。 


必 づ つき 。 くま の みづき 。、 で う せ ん みづき 等 ぶ 秦 芽 ク 循 = 延 ピン スシ 
時 非常 ク 勢 ラ 以 テ 地 中 ョ リ 水 ヲ 吸 履 ス 、 政 = 基幹 ク 基 部 = 孔 ラ 等 テー 
日 僕 = 一 斗 人 ク 水 ヲ 得 さ ク 枝 ノ 先 端 ラ 折 レ ズ 滴 々 トシ テ 湊 明 ノ 水落 ツ 、 
73810 7 BSE BOK + シテ 供 ス シモ クノ ニム 此 水 ラ ェ 含 ふ 。 

材 用 トシ テ や ま ぼ う し ノ 材 へ 堅 ク 南 鮮 = テ へ 圧 用 材 ト シテ 唯 一 ノ モ ノ 
FI. MAMAS AAF DR) PAZ. ADE, ( ま の みづき ノ 材 っ 新 
SFI SU Sh 7 遊戯 具 ラ 作 と = 用 キ 得 。 

業 用 トシ テム 渓 法 = さ ん し ゆ ノ 果 額 ラ 用 フラ 、 健 胃 ノ 致 アリ 。 

食用 トシ テハ や ま ぼ う ぅ し ノ 果 連 へ 唯一 ノ モ ノ ナリ 、 了 甘味 ニシ テロ = 適 
ス 、 や きま ぼう し っ > 未 ダ 庭園 樹 = 用 キラ レ 居 ラ ザ レ ンド = 其 花 美 * ER 
> TARA? BIE 5 UL Cynovylon florida 同様 = 公園 、 街 路 樹 = 用 キラ 


フ と レベ キモ キノ クノ トス 。 





(Ju) 筐 鮮 産 四 照 花 科 植物 ノ 分 類 
m BR dE 科 


SR. HERR PHA. 38 SER = AEX >. 3-5 (^E 4s 
ANT I. SRL GAT I. R—AUTT?.4E387 v. He HOE. SH 
Ako WEEK. 織 房 駐 ^ 彫 雛 花 叢 ラナ ス 。 dE MAM WEEM ER SA 4 Be 
稀 = 5 Bh Se 4h. r- 40) TAR ay PSY, Fee 
^ 4(5) 個 双 ハナ ve SEG YEN. BEBE FEMME + B= ve BEY, 
Abk Mo Rd 7 Mo key. Xu—Wm—SzIBAESC]3JE. FEB EUEOC 
> HABE =~ 7 HE== EET Yo FERET I. TERE 1 個 。 子 房 1—4 3. 
Bü 4S == + > PSEA VAR He. ERR P= 7D HK 
> REAL. A. BEST I. Be 1-4 m. «$80 IEZIBUN. 5ÓT 
> ki, BR$L 2. 

Hp, RHEE. EKA. MRAM =H Y 7 H3 100 PRAT YD. 48 
鮮 = ハ 5 JB 7 種 ア リ 。 属 ノ 属 別 法 ^ 左 ノ 如 と 。 

| ナッ ーーー 位 シ ホ サ シ 。 花序 へ 園 雛 








| dT T VAR BYE > ーーー … あ を き 局 
(Riese sag CE Ce oc B eM ess Geom aga 
AE. = eh FZ WRK = UY Fit = BEE. dem PERE 1 BAG © 

2/ Re Be, He, BAM HH. ASB 
per A> RRL) 9 ARRA ^I. ee 
RARE. HEP RET I. FESR POEM 7 USE 7 > 
zv. MEHR BAG eA. dE ——--HB—5Ée4sm-41* 

35 WK? SRT). v 4 MAE RA RAEI Fz. 
or - ど ぜ ん た ちば な 属 

HALO V. Heme ーー フン o 花織 形 駐 ヽ 頭 航 。..・・・4 
弧 各 へ 鱗片 伏 ニ シテ 相生 ナン 。 小花 梗 ヽ 基部 ダ 開 衛 : vidis 
A (E uM ru cR 
E シテ 4-8 fl, HGsL-£r6&.45 304-22.» 
BoeBBESCOAXCATAGRUT VHUSTY. Ue Moe 


Cornaeese Link, Handb. II. p. 2 (1831)-Lindley, Nat. Syst. Bot. 
p. 49 (1896)-Loudon, Arbor. & Frutic. Brit. II. p. 1009 (1838)-Spach, 
Hist. Nat. Vég. VIII. p. 86 (1839)-Agardh, Théor. p. 308 (1858)- 


Koch, Dendrol. I. p. 682 (1869)-Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. 
p. 947 (1869)-Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. IIT. Abt. 
8. p. 250 (1897)-Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. n. 229, p. 1 
(1910). 

Syn. Stellate Linnaeus, Phil. Bot. p. 32 (1751), pro parte-Giseke, 
Preelect. p. 520 (1791), pro parte. 

Caprifolia Adanson, Fam. Pl. II. p. 153 (1763), pro parte-Durande, 
Not. Élém. Bot. p. 275 (1781), pro parte-Jussieu, Gen. Pl. p. 210 (1789), 
pro parte. 

Caprifoliacee Ventenat, Tab. Reg. Vég. II. p. 593 (1799), pro 
parte-J. St. Hilaire, Exposit. I. p. 454 (1805), pro parte-Lamarck & 
de Candolle, Fl. Frane. ed. 3. IV. p. 269 (1805), pro parte. 

Caprifoliacee S Cornee Kunth, Nov. Gen. Sp. Pl. III. p. 490 
(1818). 

Umbellifere Trib. III. Cissee Sect. II. Cornec Reichenbach, Consp. 
p. 221 (1822). 

Caprifoliacee § Hederacee A. Richard apud Lindley, Syn. Brit. 
Fl. ed. 1. p. 132 (1829), pro parte. 

Corneg A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 271 (1830)-G. Don, Gen. 
Hist. III. p. 398 (1834)-Endlicher, Gen. Pl. p. 798 (1836)-Smith, 
Compend. Brit. Fl. ed. 2. p. 30 (1836).-Koch, Syn. Fl. Germ. & Helv. 
ed. 1. p. 322 (1837).-Babington, Manual Brit. Fl. p. 138 (1848). 

Hederacce Bartling, Ord. Nat. Pl. p. 238 (1830), pro parte. 

Helwingiacee Decaisne in Ann. Sci. Nat. 2 sér. V. p. 69 (1896)- 
Endlicher, Gen. Pl. p. 328 (1836)-Meissner, Pl. Vase. Gen. I. p. 328 
(1836). 

Santalacee Lindley, Nat. Syst. Bot. p. 193 (1836), pro parte. 

Arbores vel frutices vel suffrutices. Folia maxime opposita rarius 
alterna vel verticillatim 4(3-5), vulgo petiolata, integra vel dentata 
vel serrata, rarius lobata. Stipulss desiderate. Inflorescentia umbellata, 
capitata, cymosa, paniculata rarius corymbosa. Flores hermaphroditi 
vel dioiei, actinomorphi, vulgo tetrameri rarius pentameri; calycis 
tubus ovario adnatus, lobis 4(5) vel obsoletis; petala 4(5) rarius O, 


valvata; stamina petalis isomera et alterna; filamenta brevia vel 


subulata; antherze introrsse biloculares baxifix:e vel Yersatiles: pollinia 
globosa vel elliptica 3-sulcata; discus epigynus; stylus unicus; ovarium 
1-4 loculare: ovula in quoque loculo 1 ab apice loculi pendula, 
anatropa, integmento unico, raphe dorsalis. Fructus drupaceus vel 
baccatus; putamen 1-4 loculare. Semina testa membranacea; embryo 
axilis elongatus vel parvus; radicula supera; albumen copiosum. 
Genera 7 et species ultra 100 in Asia, Europa, America et Africa 
boreali incola. Genera 5 et species 7 in Korea indigena. 
Flores dioici. Embryo in apice albuminis positus. Inflorescentia 
Jd decussato-paniculataqee- quse. ie ie a ceret inar eorDo; 
ilBlonessermaphiroditi eccl c GOQ ご つこ らら CC の 
Inflorescentia nuda,  cymoso-panieulata rarius umbellato- 


paniculata. Flores pedicellis articulati. Fructus caerulei, 


トゥ 


jean Well 5 り OLGoa Eee emp ods oe CONUS 


Inflorescentia involucrata. Fructus coccinei vel nigri.......3 


umbelliformes dispositi cum pedicellis articulati. ^ Petala 


saltem partim apice spinescentia. Bractese 4 alba. Fructus 


Q2 


Suffrutex. Caulis subterraneus longe repens. Flores in cyrnas 
| coccineus exsuccus.......-.....-....-Chamaepericlymenum 
Frutex vel arbor. Petala apice non spinescentia. ..........4 
Bractese squamosee imbricatee. Pedicelli basi articulati. Flores 
umbellati flavi. Fructus & putamen oblongum. Maerocarpium 
Bractese ample 4-8 albae. Flores capitati albo-virescenti. 


Fructus apocarpi vel syncarpi drupacel. ........Cynozylon 


Blk あ を き 族 


Fe> WEHESL PR. VEIGEGESE 7 FA. Morbo ZIEL 7 先端 = 偏在 ス 。 天 
ノ 一 局 ヲ 有 ス 。 


Hib あ を き 必 


WEAK. HHT v. XE OXVE. HOR, AI, —fR/E. GR) 2 FE He 
7 Ju = SARS 7 FVLP ID HAEC Yo 花 へ 鞭 雄 異 株 、 小 花 
BB RAGA. HEFE>S2-b a7 4 87.480 41H. SEO, ONE 
> eye. HERR 4. TERR RY | HO MAIER HO. AEE 


ー 60 一 


多肉 、 子 房 へ 退化 消滅 ス 。 WEE SE ^5 Ue eger». 
Ae Miko. 4 個 、 雑 鞍 ナ ク 、 花 盤 へ 多肉 、 花 柱 へ l4] 2. TES I= ON 
FoF )§ 7563 9 Pee MEN, FR ARIE. FLARE A 
4, Eo ——fRrEro». TERIA, SL VO. M697 xu = 
fy fle, FE tk > FF 7 ih Hey. 

東亜 ク 特 産 ニ シテ 三種 アリ 。 —$18— BAL WME =. —f8- 33D. zx 
=, 一 種 ハ ヒビ マラ ヤ 山 系 ニア リョ 。 


1. あ を き Ul) 


滝 木 、 肉 雄 異 株 、 大 ナル っ 高 す 5 米 突 = 舌 ス 。 幹 ク 直 径 モ 15 xou 
VR MBA, HSE. WEAR RF 2-38 セ メ 上 = 港 ア リ 。 
TE AGE. Re. RING =. SET OEE DF 7E 92007 
J. HRI. Ho Hs ARR”, HY 3-20 セ モメ 幅 1-10 er, HE 
ARK ZF 7-10 セ メ 、 花 軸 = 毛 アリ 。 花 梗 へ 長 す 2-9 x2. 
fai SR ~ PF 7 Se la>> 4 I, NCÉ. qe 4 個 、 卵 形 ニ シテ 失 リ 長 サ 
3 3J. HEM 4 fH. bw. Hoo RPL —3. MEET Rb 
X 1-2 セス 毛 ア リ 。 雌花 へ 小花 梗 + 開 節 シ 基部 = 各 2 個 ノ 小 革 テ アリ 、 
FG > NREL w. dE 4 個 卵 形 、 長 サ 2 : GP. HERE A vA 
RE > AGAVE 1.5-2.0 er. MALS. 

BEB. MEAE. Bm. 済州 島 = 自生 ス 。 

分 布 。 習 二 。 九 州 。 四 國 。 本 島 。 

Cornacez Trib. 1. Áucubes Nakai, nov. trib. 

Syn. Aucubacee Agardh, Theor. p. 303 (1855). 

Flores decussato-paniculati, dioici. Embryo parvus in apice albu- 
minis positus. Continet genus unicum. 

Gn. I. Aucuba Thunberg, Dissert. III. p. 61 (1783); Fl. Jap. p. 4 
(1784)-Necker, Elem. Bot. III. p. 361 (1790)-Lamarck & Poiret, Illustr. 
t. 759 (1798)-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 274 (1830)-Endlicher, 
Gen. Pl. p. 798, no. 4575 (1836)-Loudon, Arb. & Frutic. Brit. II. p. 
1026 (1838)-Spach, Hist. Nat. Vég. VIII. p. 88 (1839)-Bentham & 
Hooker, Gen. Pl. I. p. 950 (1869)-Baillon, Hist. Pl. VII. p. 86 (1880)- 
Koehne, Deutsch. Dendr. p. 435 (1893)-Harms in Engler & Prantl, Nat. 
Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 268 (1897)- Wangerin in Engler, Pflanzenr. 
IV. no. 229 p. 38 (1910). 
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Syn. Awkuba Thunberg, Fl. Jap. p. XLI & 64 (1784)-Koch, 
Dendrol. I. p. 695 (1869). 

Eubasis Salisbury, Prodr. p. 68 (1796). 

Frutex, exstipullatus; folia opposita simplicia petiolata biennia 
serrata. Inflorescentia decussato-paniculata bracteata, maseula ampla, 
foeminea minor. Flores dioici cum pedicellis articulati. Flores $5; 
calyx parvus 4-dentatus; petala 4 valvata, ovata vel lanceolata; stamina 
4, filamenta brevia, antherze oblongee vel subrotundatee; discus carnosus; 
ovarium rudimentum. Flores €; calycis tubus obovoideus ovario 
adnatus strigillosus vel glaber 4-dentatus; petala 4 reflexa ovata; 
stamina O; discus carnosus; stylus brevis, stigma obliquum; ovarium 
l-loculare; ovulum 1 ab apice loculi suspensum. Drupa ellipsoidea 
coccinea, candida vel flava. Putamen oblongum 1-loculare 1-spermum. 
Testa seminum membranaceum. Albumen carnosum. Embryo in 
apice albuminis medianus; cotyledon minimus; radicula supera. 

Species 3, una in Himalaya, una in China & Formosa, una in 


Japonia & Korea endemicee. 


1. Aucuba japonica Thunberg (Tabula nostra XVII). 


Aucuba japonica Thunberg, Dissert. III. p. 62 (1783); in Nova 
Acta Reg. Soc. Sci. Upsal. IV. p. 30, nom. nud. & p. 37 (1783)- 
Banks, Icon. t. 6 (1791)-Du Mont Courset, Bot. Cult. ed. 1. III. p. 618 
(1802)-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 274 (1830)-Loudon, Arb. & 
Frutic. Brit. II. p. 1026 (1838)-Spach, Hist. Nat. Vég. VIII. p. 88 
(1839)-Kirchner, Arb. Musc. p. 424 (1864)-Regel in Gartenfl. XIII. p. 
38 (1864)-J. D. Hooker in Curtis’ Bot. Mag. XCI. t. 5512 (1865)- 
Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. II. pt. 1. p. 160 (1865); Prol. 
Fl. Jap. p. 92 (1866).-Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. I. p. 197 
(1875)-Palibin in Acta Hort. Petrop. XVII. p. 102 (1898)-Nakai in 
Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 92 (1909)-Wangerin in Engler, Pflanze- 
nreich IV. no. 229 p. 38 (1910)-Matsumura, Ind. Pl. Jap. I. pt. 2. p. 445 
(1912), pro parte-Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 430, fig. 536 (1914); 
Veg. Isl. Quelpaert. p. 70, no. 988 (1914); Veg. Dagelet Isl. p. 23, no. 
273 (1919)-Mulfood in Americ. Forest. XXVIII. p. 108, fig. (1922). 
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Syn. Aukuba japonica Thunberg, Fl. Jap. p. XLI, nom. nud. & 
p. 64, t. 12 & 13 (1784)-Koch, Dendrol. I. p. 696 (1869). 

Eubasis dichotoma Salisbury, Prodr. p. 68 (1796). 

Frutex dioicus usque 5-metralis. "Truncus usque 15 em. latus; cortex 
longitudine fissus. Folia opposita glaberrima petiolata; petioli 2-3 cm. 
longi supra suleati: lamina oblonga viridia, supra lucida, infra opaca 
grosse crenato-serrata vel integra apice acuta, basi obtusa vel acuta, 
5-20 cm. longa 1-10 em. lata. Inflorescentia mascula ampla 7-10 cm. 
longa, axis pilosa, pedunculo 2-3 em. longo. Calycis tubus subnullus 
dentibus 4 glabris. Petala 4 reflexa ovata apice acuminata 9 mm. 
longa. Stamina 4, filamenta brevia, anthera subrotundata bilocularis. 
Inflorescentia faeminea contracta 1-2 cm. longa pilosa; flores cum 
pedicello articulati basi bibracteati; ovarium oblongum strigillosum ; 
petala 4 ovata reflexa 2 mm. longa; stamina O. Fructus sphirico- 
ellipticus drupaceus coceineus 1.5-2.0 em. longus. Albumen carnosum. 

Nom. Jap. Aoki. 

Hab. in Dagelet, Port Hamilton, Baikwato et Quelpaert. 

Distr. Tsusima, Kiusiu, Shikoku & Hondo. 

The existence of this plant in Loochoo-Archipelago is uncertain, for 
I have not yet seen any specimen from there. The Formosan plant 
is Aucuba chinensis. 

Aucuba chinensis Bentham, Fl. Hongk. p. 138 (1861)-Forbes 
& Hemsley in Journ. Linn. Soc. XXIII. p. 346 (1886)-Henry in 
Trans. Asiat. Soc. Jap. XXIV. Suppl. p. 88 (1896)-Matsumura & 
Hayata in Journ. Coll. Sei. Tokyo XXII. p. 178 (1906)-Wangerin 
in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, p. 40 (1910). 

Syn Aucuba japonica (non Thunberg) Harms in Bot. Jahrb. XXIX. 
p. 507 (1901), pro parte-Hayata in Journ. Coll. Sei. Tokyo XXV. 
Art. 19, p. 111 (1908); Icon. Pl. Formos. II. p. 63 (1912). 

Nom. Jap. Taiwan-aoki. 

Hab. in Formosa: sine loco speciali (C. Owatari); monte Suizan 
(Nagasawa). 


Suizan is indicated by Dr. B. Hayata as Mt. Morrison in his paper. 
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Cornacese Trib. IT. Cornese Baillon, Hist. Pl. VII. p. 79 (1880), 
pro parte. 

Syn. Caprifoliacee-Cornee Kunth, Nov. Gen. & Sp. Pl. III. p. 
335 (1818). 

Cornacee Agardh, Theor. p. 303 (1855). 

Cornacee Subfam. Cornoidee Harms in Engler & Prantl, Nat. 
Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 255 (1897), pro parte. 

Cornacee Subfam. Cornoidee Trib. Cornee Wangerin in Engler, 
Pflanzenr. IV. no 229, p. 38 (1910), pro parte. 

Flores hermaphroditi. Inflorescentia corymbosa, cymosa, capitata vel 
umbellata. Embryo magnus fere per totam longitudinem albuminis 
extensus. Continet Chamaepericlymenum, Cynoxylon, Macrocarpium 


et Cornus. 
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Gn. IT. Chamaepericlymenum [Clusius, Hist. p. 87, tab. in p. 
SS (1583); Rarior. Pl. Hist. I. p. 59 cum. fig. (1601).-Gerarde, Herb. 
p. 1118, cum fig. (1597)]-Hill, Brit. Herb. p. 331 no. XIV. (1756)- 
Graebner in Ascherson & Graebner, Fl. Nord. Flachland p. 538-9 
(1879).-Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 428 (1914). 

Syn. Cornus, pro parte, Linnaeus, Gen. Pl. ed. 1. p. 296 no. 80 
(1737); Sp. Pl. p. 117 (1753); Gen. Pl. V. p. 54, no. 189 @754)= 
L'Heritier, Cornus p. 1 (1788)-Jussieu, Gen. Pl. p. 214 (1789)- 
Giseke, Praelect. p. 527 (1792)-Ventenat, Tab. II. p. 605 (1799)- 
Persoon, Syn. I. p. 143 (1805)-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 271 
(1830). 

Cornus Sect. Thaematia Lindley, Syn. Brit. Fl. ed. 1. p. 133 (1829). 

Cornus Sect. 2. Involueratae A. P. de Candolle, 1l. c. p. 278, pro 
parte-Loudon, Arb. & Frut. Brit. II. p. 1014 (1835), pro parte. 

Cornus Sect. Arctocrania Endlicher, Gen. Pl. p. 798 (1836)- Bentham 
& Hooker, Gen. Pl. I. p. 950 (1869)-Harms in Engler & Prantl, Nat. 
Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 287 (1897). 

Eukrania Rafinesque, Alsogr. Americ. p. 59 (1838); pro descript. 

Cornus Sect. Cornion Spach, Hist. Nat. Vég. VIII. p. 103 (1839). 

Cornella Rydberg in Bull. Torrey Bot. Club. XXXIII. p. 147 (1906). 

Arctocrania Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 39 (1909). 

Cornus Subgn. Arctocrania Endlicher apud Wangerin in Engler, 
Pfanzeur. IV. no. 229. p. 81 (1910). 


Suffrutex. Rhizoma repens. Caulis. basi 2-4 ennis, hornotinis 


simplex erectus. Folia opposita vel verticillatim 4-6, brevi-petiolata 
vel sessilia, integra exstipullata, venis parallelis. Inflorescentia cymam 
umbelliformem format. Bractess 4 ample albee. Flores hermaphroditi 
albi; calyeis tubus campanulatus teres vel angulatus ovario adnatus; 
petala 4 oblongo-ovata vel ovata, valvata, apice spinescentia vel cornuta ; 
stamina 4, filamenta subulato-filiformia; antherze oblongee biloculares; 
discus pulvinatus eaerulescentes vel purpurascentes; ovarium 2-loculare; 
stylus columnaris; stigma punctatum; ovula in loculis solitaria. 
Drupa ovoidea vel oblonga coccinea, mesocarpio exsucco, putamine osseo 
vel crustaceo. 

Species 2 in regionibus arcticis vel alpinis boreali-hemisphaericze 


incole. In Korea tantum unica indigena. 


9. Chameepericlymenum canadense Ascherson & Graebner 
(Tabula nostra XVIII). 


Chamaeperielymenum canadense Ascherson & Graebner, Fl. Nordost 
Flachland p. 539 (1879).-Britton & Brown, Illus. Fl. ed. 2. II. p. 
664. fig. 3190 (1907)-Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 428, fig. 535 (1914). 

Syn. Pyrola alsines flore Brasiliana C. Bauhinus, Prodr. Theatri 
Bot. p. 100 (1620); Pinax Theatri Bot. p. 191 (1623). 

Cornus herbacea ramis nullis Linneeus, Amoenit. Acad. I. p. 157 
sub adnot. 111 (1749). 

Cornus canadensis Linnsus, Sp. Pl. ed. 1, p. 118 (1753); ed. 2. p. 
172 (1762)-Hill, Veg. Syst. XI t. 12. fig. 2. (1767).-Lamarck, Ency- 
clop. II. p. 115 (1786)-L’ Heritier, Cornus p. 3. t. 1 (1788)-Loddiges, 
Bot. Cab. VII. no. 651 (1822)-Spach, Hist. Nat. Vég. VIII. p. 
105 (1839)-Maximowicz in Mém. Prés. Acad. Imp. Sci. St. Pétersb., 
div. sav. IX. p. 134 (1859)-A. Gray in Mem. Americ. Acad. 
Arts & Sci. New Ser. VI. p. 391 (1859)-Fr. Schmidt in Mém. Acad. 
Imp. St. Pétersb. 7 sér., XII- no 2. p. 47 no. 181, p. 141, no. 202 
(1868)-Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. I. p. 196 (1875)-Forbes 
& Hemsley in Journ. Linn. Soc. XXIII. p. 345 (1888)-Komarov 
in Acta Hort. Petrop. XXV. fasc. 1. p. 181 (1905)-Nakai in Journ. 
Coll. Sci. Tokyo XXVI. p. 280 (1909). 
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Chamaepericlymenum Hill, Brit. Herb. p. 331 (1756). 

Cornus herbacea b. Cornus canadensis Linnseus apud Pallas, FI. 
Ross. I. p. 52 (1784). 

Cornus wnalaschkensis Ledebour, Fl. Ross. II. p. 378 (1844)- 
Coulter & Evans in Bot. Gazette XV. p. 382 (1890). 

Cornus suecica (non Linneeus) A. Gray in Proceed. Americ. Acad. 
Arts & Sci. VIII. p. 387 (1873). 

Cornelia canadensis Rydberg in Bull. Torrey Bot. Club XXXIII. 
p. 147 (1906). 

Arctocrania canadensis Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 40 
(1909). 

Rhizoma repens perenne ramosum multiceps. Caulis basi perennis, 
hornotinus simplex erectus. Folia caulina parva opposita vel nulla, 
terminalia verticillatim 4-6 brevi-petiolata obovata, basi attenuata, 
apice mucronata vel acuta, nervis lateralibus utrinque 2-3 cum margine 
parallelis. Bractese involucrantes 4 corollaceze ovate. Calyeis tubus 
strigillosus, lobi brevissimi. Petala 4 alba, 2 opposita apice longissime 
spinescentia, 2 apice dorso breve cornuta. Discus pulvinatus. Drupa 
sphaerica coccinea. 

Nom. Jap. Gozen-tachibana. 

Hab. in Korea sept. 

Distr. Hondo, Yeso, Sachalin, Ussuri, Manshuria, Amur, Regio 

Ochotensis, Kamtschatica, Alaska, Canada usque ad California & 
New Foundland. 
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Gn. III. Cynoxylon Rafinesque, Alsograph. Americ. p. 59 (1838)- 
Small, Fl. South. United States p. 854 (1903)-Britton & Brown, 
Illus. Fl. ed. 2. II. p. 664 (1907). 

Syn. Cornus, pro parte, Linneus, Gen. Pl. ed. 1. p. 29, no. 80 
(1737)-Gronovius, Fl. Virgin. I. p. 17 (1739)-Linnaeus, Sp. Pl. ed. 
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1. p. 117 (1753); Gen. Pl. ed. 5. p. 54, no. 189 (1754)-Jussieu, Gen. 
Pl. p. 214 (1789)-L’ Heritier, Cornus p. 1 (1788)-Schkuhr, Bot. Handb. 
I. p. 81 (1791)-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 271 (1830). 

Benthamia (non A. Richard) Lindley in Bot. Regist. XIX. t. 1578 
(1833)-Siebold & Zuccarini, Fl. Jap. I. p. 87 (1836)-Endlicher, Gen. 
Pl. p. 789, no. 4573 (1836)-Rafinesque, 1. c.-Spaeh, Hist. Nat. Vég. 
VIII. p. 108 (1839)-W. J. Hooker in Bot. Mag. LXXVIII. t. 4641 
(1852)-Kirchner, Arb. Muse. p. 425 (1864)-Baillon, Hist. Pl. VII. 
p. 79 (1880), pro parte-Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 40 (1909); 
Chosen-shokubutsu I. 425 (1914). 

Cornus Sect. 2 Involucrate A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 273 
(1830), pro parte-Loudon, Arb. & Frut. Brit. II. p. 1014 (1838), pro 
parte. 

Benthamidia, Spach, l.c. p. 106. 

Cornus Sect. 3. Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 950 (1869). 

Cornus Sect. Benthamia Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 458 (1893)- 
Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 267 (1897). 

Cornus Sect. Benthamidia Harms l.c. 

Cornus Sect. Discocranta Harms, l.c. 

Cornus Subgn. Discocrania Wangerin in Engler, PHanzenr. IV. no. 
229, p. 84 (1910). 

Cornus Subgn. Benthamidia Wangerin, 1.c. p. 86. 

Cornus Subgn. Benthamia Wangerin, l.c. p. 88. 

Arbor vel arborea. Folia opposita petiolata simplicia integra penni- 
nervia exstipullata annua vel biennia. Flores capitati bracteis involu- 
crantibus magnis petaloideis deciduis vel persistentibus suffulti; 
calycis tubus ovario adnatus, dentes 4 parvi; petala 4 valvata inap- 
pendieulata; stamina 4, antheree biloculares; discus quadrilobus vel 
cupuliformis; styli 1, stigma clavatum vel truncatum. Drupa syncarpa 
vel apocarpa. Pyrena 1-2 locularis ossea. Testa seminum membranacea 
vel coriacea. 

Species 7 in America bor. & Asia orientali indieenee. 

Cynoxylon Sect. Benthamia Nakai, comb. nov. 


Syn. Cornus Sect. Benthamia Koehne, l. c. —Harms, 1. c. 


Drupa in syncarpium carnosum areolato-tuberculatum confluens. 
Bractee sub anthesin persistentes. Stigmata truncata. Testa seminum 
coriacea. Species in Asia orientali incole. 

Cynoxylon Sect. Benthamia Subsect. Japonice Nakai, Subsect. 
nov. 


Folia annua. Calycis limbus truncatus cupularis. Species unica! 


3. Cynoxylon japonica Nakai. 


Cynoxylon japonica Nakai, comb. nov. 

Syn Cornus ? japonica A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 273 (1830). 

Cornus japonica (non Thunberg) G. Don, Gen, Hist. Dichl. Pl. III. 
p. 400 (1834). 

Benthamia japonica Siebold & Zuccarini, Fl. Jap. I. pt. 2. p. 38, 
t. 16 (1836)-Spach, Hist. Nat. Vég. VIII. p. 109 (1839)-Miquel in 
Ann. Mus. Bot. Lugd. Bat. II. p. 159 (1865); Prol. p. 96 (1866)- 
Nakai, Chosen-shokubutsu I. p. 426, fig. 532 (1914). 

Cornus Kousc Buerger, herb. ex Miquel, 1. c. pro syn.-Franchet & 
Savatier, Enum. Pl. Jap. I. p. 196 (1875)-Sargent, Forest Fl. Jap. p. 
47 (1894)-Palibin in Acta Hort. Petrop. XVIII. p. 101 (1898)-Rehder 
in Bailey, Cyclop. Americ. Hort. I. p. 379 (1900)-Harms in Engler, 
Bot. Jahrb. XXIX. p. 506 (1901)-Yabe in Tokyo Bot. Mag. XVIII. p. 
30 (1904)-Schneider, Illus. Handb. II. p. 454, fig. 301, n-g. 302. g 
(1909)-Shirasawa, Icon. II. t. 59, fig. 1-12 (1810)- Wangerin in Engler, 
Pflanzenr. IV. no 229. p. 88 (1910)-Matsumura, Ind. Pl. Jap. II. pt. 
2, p. 446 (1912)-Rehder in Bailey, Stand. Cyclop. II. p. 855 (1914)- 
Nakai, Veg. Isl. Quelpaert p. 70, n. 989 (1914); Veg. Isl. Wangto p. 
12 (1914)-Bean, Trees & Shrubs Brit. Isles I. p. 389. fig. (1914); in 
Kew Bull. (1915), p. 179, fig.-Nakai, Veg. mt. Chirisan p. 41 (1915)- 
Rehder in Sargent, Pl. Wils. III. p. 578 (1916)-Bean in Bot. Mag. 
CXLVI, t. 8833 (1920)-Makino & Nemoto, Fl. Jap. p. 436 (1925). 

Benthamia Kousa Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 41 (1909). 

Arborea. Cortex irregulariter fissus. Lignum durum. Gemm:e 
lanceolate, squamis oppositis oblongo-ovatis adpresse pilosis obtectie. 


Rami primo adpresse pilosi sed adultorum ab initio glabri divaricati 


horizontali-patentes. Folia opposita, petioli basi dilatati et leviter 
confluentes 2-7 mm. longi glabri; lamina ovata vel ovato-oblonga vel 
rotundata, supra viridis sparsissime minute strigilloso-pilosa, infra 
albescens crebrius pilosa, in axillis venarum primarium rufo-pilosa, 
veni laterales utrinque 4-5 subparalleli, margo integer sed undulatus, 
apice mucronata vel acuminata, basi rotundata vel acuta. Pedunculi 
in apiee ramorum hornotinorum brevium terminales elongati erecti 
3-6 em. longi subglabri vel parce pilosi. Involucri phylla 4 ovata vel 
lanceolata ab initio alba vel primo viridia. Flores confluentes. Calycis 
limbus eupularis glaber truncatus. Petala valvata parva 1 mm. longa 
caduca. Filamenta brevissima. Antherz late ellipticee. Discus 
annulari-cupularis. Styli breves. Stigmata truncata subquadriareolata. 
Synearpia baccata rotundata circ. 1.5-2 em. lata. Putamen lucidum 
album 4-5 mm. longum. 

Distr. China centr., Corea media & austr., Quelpaert, Tsusima, 
Kiusiu, Shikoku et Hondo. 

Varietates sequentes Koreanze distinguende. 

Cynoxylon japonica var. typica Nakai, comb. nov. (Tabula nostra 
XIX-XX). 

Syn. Benthamia japonica a typica Nakai in Tokyo Bot. Mag. 
XXVIII. p. 314 (1914). 

Cynoxylon Kousa Nakai ex Mori, Enum. Corean Pls. p. 275 (1922); 
nom. nud. 

Bractese maense late lanceolatze vel ovatee sub anthesin albee. Fructus 
baccatus edulis dulcis. 

Nom. Jap. Yamaboshi. 

Nom. Kor. Tumei-nam, Paktal.nam, Syang-tal, Torunam. 

Hab. in Quelpaert, Archipelagine Koreano, Korea austr. & media. 

Cynoxylon japoniea forma minor Nakai, comb. nov. (Tabula 
nostra XXI). 

Syn. Benthamia japonica B minor Nakai in Tokyo Bot. Mag. 
XXVIII. p. 315 (1914). 

Cynoxylon Kousa var. dilatata Nakai, Veg. Isl. Quelpaert p. 70, n. 
989 b. (1914), nom. nud.-Mori, Enum. Corean Pl. p. 275 (1922); 


nom. nud. 

Bractese sub anthesin latissime ovatee vel subrotundatse albee. 

Nom. Kor. Chung-tal. 

Hab. in Korea media & austr., & Quelpaert. 

Cynoxylon japonica var. exsucca Nakai, comb. nov. 

Syn. Benthamia japonica y. exsucca Nakai in Tokyo Bot. Mag. 
XXVIII. p. 315 (1914); Veg. Isl. Quelpaert p. 70, no. 989, c. (1914). 

Cynoxylon Kousa var. exsucca Nakai ex Mori, Enum. Corean PI. 
p. 275 (1922). 

Bractese sub anthesin late ovatee albze. Fructus exsuccus inedulis. 

Nom. Kor. Kasai-tal. 

Hab. in Quelpaert. 

Cynoxylon japonica var. viridis Nakai, comb. nov. (Tabula nostra 
XXII). 

Syn. Benthamia viridis Nakai, Chosen-Shokubutsu I. p. 426, fig. 
532 sinistr. (1914); Veg. Isl. Quelpaert p. 70 n. 990 (1914); in Tokyo 
Bot. Mag. XXVIII. p. 314 (1914). 

Cynorylon Kousa var. viridis Nakai ex Mori, Enum. Cor. Pl. p. 
275 (1922). 

Bractese sub anthesin virides lanceolate, sed sensim auctz et albes- 
centes, deinde in varietatem typicam transeunt. 

Nom. Kor. Sori-tal. 


Hab. in Quelpaert et Korea media. 


SOB きん し ゆ 尾 


SOLVE. HEEL. AW. BRR SEE. PGT er BUR 7 A 
Ao Fe->PNZ XL -HEPE, IUDA 7 7 27 BEAR RV = ry 
鱗片 へ 往々 黄色 トナ ル 。 FEM TSR=I > BUD. SEH ob 4 Hu. dE 
T 4 fH. X&. ZEN 4 d. dEXRT ?. HERES 1 fü. RR BR. 
HEEL. ALAM BR A, FWSBUE. 

Ek. I= 4 種 ア リ 。 其 中 一 種 へ 朝鮮 2 特産 ナリ 。 


4 きん し ゆ CERE) 
BAM WT Roe. SEE ET ESTO. 葉柄 へ 長 サ 5-10 


Py 
a 72 ニー 


ミリ 、 磁 針 状 フ 毛 アリ 、 葉 自 へ 卵 形 駐 へ 長 卵 形 、 共 脚 へ 失 リ 、 先 端 へ 鋭 
失 、 側 脈 へ 雨 側 = 各 4-6 Awe HE 7 demo RRGSSENK 7 [RA Sb >> EEE 
Ti^ ERA OLOR REHM ET Yo SGEBRA EE = EE. 
E 4-10 セ メ 幅 115 ee, FETE =e > PAZ ORE 7 7 v3E- 
fe TAK RL 7 。 FER MZ RY 1 e AE? Y . Sp 
WSEDUE. ET 9. 4 AT Do FEM 4 個 長 三角 形 = ニ シテ 失 り 長 み 2 ミ 
J. FERED. de 4 fii. EMO KZ EEG 1 s BY 35 ERI 
We. XC. FEE EH] E Sein 無 毛 、 花 柱 へ 長 サ 1.5 29, RR 
WIDE. ANY BY 15-20 ミ 9. BHI. 

AU. ADIRE = EE. AS ° 

Gn. IV. Macrocarpium Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 38 
(1909); Chosen-Shokubutsu I. p. 429 (1914). 

Syn. Cornus mascula [Theophrastus, Hist. Pl. interpret Gaza p. 97 
(1529)]-Gaertner, Fruct. Sem. Pl. I. p. 127 (1788). 

Cornus [Tragus, Stirp. Hist. III. p. 1024, fig. (1552)-Matthiolus, 
Med. Sen. Comm. p. 140, fig. (1554)-Dodonzus, Pempt. p. 790, t. 
(1583)-Clusius, Rar. Pl. Hist. p. 12, fig. (1601)-Durante, Herb. Nuov. 
p. 197, fig. (1684)- Tournefort, Inst. Rei Herb. p. 641, pro parte t. 
410 (1700)-Sehkuhr, Bot. Handb. I. p. 81, pro parte t. XXIV 
(1791)-Opiz, Sezn. Rost. p. 52 (1852). 

Cornus foemina (non Theophrastus) [Cordus, Annot. p. 188, fig. 
(1561)]. 

Cornus arbor [Lobelius, Stirp. Advers. Nov. p. 436 (1570)]. 

Cornus mas [Dodonzeus, Nieuv. Herb. p. 725, fig. (1578)-Dalecamps, 
Hist. I. p. 329, fig. (1587)-Gerarde, Herb. p. 1283, fig. (1597)]. 

Cornus, pro parte. [Bauhinus, Pinax p. 446 (1632)-Linnaeus, Gen. 
ed 1. p? 296, mo. 80 (17397)|-Limnaeus) Sp. PI^ ede tps ti 
(1753); Gen. Pl. ed. 5. p. 54 n. 139 (1754)-L'Heritier, Cornus p. 1 
(1788)-Jussieu, Gen. Pl. p. 214 (1789)-Giseke, Preelect. p. 527 (1791)- 
Moench, Method. I. p. 107 (1794)-Ventenat, Tab. II. p. 605 (1799)- 
J. St. Hilaire, Exposit. I. p. 460 (1805)-Persoon, Syn. Pl. I. p. 
143 (1805). 

Cornus Sect. 2. Involucrate A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 273 
(1830); pro parte-Loudon, Arbor. & Frut. Brit. II. p. 1014 (1838), 


pro parte. 

Cornus Sect. Tanycrania Endlicher, Gen. Pl. p. 798 (1836)- Bentham 
& Hooker, Gen. Pl. I. p: 950 (1869). 

Eukrania Rafinesque, Alsogr. Americ. p. 59 (1858), pro parte. 

Cornus Sect. Macrocarpium Spach, Hist. Vég. VIII. p. 101 (1839)- 
Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 437 (1893)-Harms in Engler & Prantl, 
Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 266 (1897). 

Cornus Subgn. Macrocarpiwm Schneider, Illus. Handb. II. p. 450 
(1909)-Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, p. 78 (1910). 

Arbor vel arborea. Folia opposita, petiolata, integra, annua, 
parallelo-nervia. Flores hermaphroditi vel masculi, umbellati, involu- 
crati. Pedicelli basi articulati. Calycis lobi 4 parvi. Petala 4 flava. 
Stamina 4. Styli 1. Drupa baccata rubra vel nigra. Putamen osseum 
ellipsoideum. 

Species 4, una in Europa, 2 in China, una in Korea endemice. 

To which of the groups of Cormus sanguinea L. (C. foemina 
Theophrastus) or Cornus mas L. (Cornus mascula, Theophrastus) the 
generic name Cornus should be retained is a disputable question. If 
Latin-name Cormus (not translated from Greek) published for the first 
time represents the Cornus, Cornus in Plinius, Naturalis Historic liber 
15 caput 41 (1469) would. be the real Cormus, and we call it now 
Cornus sanguinea. But, the genus Cornus was at first founded by 
Tournefort in his 'Institutio rei Herbarie I. p. 641,’ in which he 
also included both Cornus mas and Cornus sanguinea. For the groups 
of Linnaean Cornus, there were already generic names; for instance, 
Chamaepericlymenum, Eukrania (partly) and Arctocrania for Cornus 
suecica and Cornus canadensis (including var wnalaschkensis) ; 
Cynoxylon for Cornus florida ; Svjda for Cornus sanguinea ; Eukrania 
(partly) and Macrocarpiwm for Cornus mas. Although Rafinesque 
made Hukrania basing on Cornus mas, Cornus canadensis and Cornus 
suecica, he took Cornus mas for the type. But, unfortunately, his 
generic descriptions do not given any characteristics of Cornus mas. 
His type, therefore, has no systematic value, and Huksania looses its 


validity. I shall still use Macrocarpiwm for Cornus mas as I published 


as 


in 1909. Opiz made a generic name Svjda (nomen nudum) for Cornus: 
sanguinca, but Hill (1756), Gaertner (1789) and Rafinesque (1839) 
have restricted the generic meaning of Cornus to denote the groupe 
of Cornus sanguinca. The matter has been thus settled, but later in 
1903, Small took up 5vjd« again and changing into Svida gave its 
description in his ‘ Flora of Southern United States.’ I wonder whether 


this alteration of generic name is necessary. 


4. Macrocarpium officinale Nakai (Tabula nostra XXIII). 


Macrocarpium officinale Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 38 
(1909); Chosen-shokubutsu I. p. 429 (1914)-Mori, Enum. Corean Pl. 
p. 275 (1922). 

Syn. Cornus officinalis Siebold & Zuccarini, Fl. Jap. I. p. 100, t. 
50 (1841)-Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd.-Bat. II. pt. 1. p. 160 
(1865); Prol. Fl. Jap. p. 92 (1866)-Franchet & Savatier, Enum. PI. 
Jap. I. p. 845 (1875)-Forbes & Hemsley in Journ. Linn. Soc. XXIII. 
p. 945 (1888)-Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 438 (1893)-Harms in 
Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. .Abt. 8. p. 266 (1897)- 
Palibin in Acta Hort. Petrop. XIII. p. 101 (1898)-Ito & Matsumura 
in Journ. Coll. Sci. Tokyo XII. p. 273 (1899)-Rehder in Bailey, 
Cyclop. I. p. 378 (1900)-Nakai in Journ. Coll. Sci. Tokyo XXVI. 
art. 1. p. 281 (1909)-Schneider, Illus. Handb. II. p. 451 (1909)- 
Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, p. 80 (1910)-Matsumura,. 
Ind. Pl. Jap. II. pt. 2. p. 446 (1912)-Rehder in Bailey, Stand. Cyclop. 
II. p. 854 (1914)-Makino & Nemoto. Fl. Jap. p. 436 (1925). 

Cornus officinalis Siebold apud Bean, Trees & Shrubs Brit. Isles. 
[502199 T (Gls p25) 

Arbor. Cortex irregulariter lamelleo-rupsus, griseo-fuscus. Rami 
hornotini adpresse strigillosi. Petioli 5-10 mm. longi pilis bipolaribus 
adpresse fuscescenti-strigillosi. Lamina ovata vel ovato-oblonga basi 
acuta vel mucronata apice cuspidata, nervis lateralibus utrinque 4-6, 
supra viridis praeter venas glabra, infra pallida vel albescentia pilis 
bipolaribus fuscescentibus pilosella et axillis venarum dense barbata 


4-10 em. longa 1-5 cm. lata. Flores praecoses umbellati basi squamosi. 
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Pedicelli graciles circ. 1 cm. longi adpresse pilosi. Calycis tubus tur- 
binato-ellipticus strigillosus, limbi breviter 4-dentati persistentes. Petala 
flava ligulato-triangularia acuta 2 mm longa decidua. Stamina 4, filam- 
enta subulata 1.5 mm. longa, antherse rotundato-ellipticee. Discus 
elevatus nectarifer glaber. Stylus cylindrieus 1.5 mm. longus. Drupa 
ellipsoidea sanguinea 15-20 mm. longa. Putamen ellipsoideum. 

Nom. Jap. San-shu-yu. 

Hab. in Korea media. 

An endemic plant of Korea! It is not the indigenous plant of 
Japan. It was introduced to Japan from Korea as medicinal plant in 
1722 for the first time. The seedlings were raised in the Shizuoka 
medicinal garden, whence it was brought to the medicinal garden of 
Koishikawa, Tokyo (The Botanie Gardens of the Tokyo Imperial 


University of the present). The oldest specimen of the garden is 
still living. 
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Gn. V. Cornus [Plinius, Nat. Hist. liber 15, Caput 41 (1469); ed. 
4, liber XIV. Caput 26 (1475)]-Hill, Brit. Herb. p. 517. Pl. 73, fig. 
7 (1765)-Gaertner, Fruct. & Sem. Pl. I. p. 126, t. 26 fig. 4 (1789) 
Rafinesque, Alsogr. Americ. p. 5S (1838)—Britton & Brown, Illus. 
Fl. ed. 2, II. p. 660 (1907)-Nakai in Tokyo Bot. Mag. XXIII. p. 
96 (1909). 

Syn. Cornus foemina Theophrastus, Hist. Pl. interpret Gaza p. 97 
(1529)-Dodonaeus, Nieuv Herb. p. 725, fig. (1578)-Dalecamps, Hist. p. 
197, fig. (1587)-Gerarde, Herb. p. 1283, fig. (1597). 

Pseudocrania Cordus, Annot. p. 187, fig. (1561). 

Foemina Cornus Lobelius, Stirp. Advers. Nova p. 486 (1570). 

Cornus, pro parte [Bauhinus, Pinax p. 446 (1623)-Tournefort, 
Instit. I. p. 641 (1700)-Linnaeus, Gen. Pl. ed. 1. p. 296, no. 80 
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(1737)]|-Linnaeus, Sp. Pl ed. 1. p. 117 (1753); Gen. Pl. ed. 5. p. 
54, no. 139 (1754)-L'Heritier, Cornus p. 1 (1788)-Jussieu, Gen. PI. 
p. 214 (1789)-Necker, Elem. Bot. II. p. 367 (1790)-Schkuhr, Bot. 
Handb. I. p. 81 (1791)-Moench, Method. I. p. 107 (1794)-Ventenat, 
Tab. II. p. 605 (1799)-J. St. Hilaire, Exposit. I. p. 460 (1805)- 
Persoon, Syn. I. p. 143 (1805)-Baillon, Hist. Pl. VII. p. 79 (1880). 

Cornus Sect. 1. Nudiflorae A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 271 
(1830)-Loudon, Arb. & Frut. Brit. II. p. 1010 (1838). 

Cornus Sect. Thelycrania Endlicher, Gen. Pl. p. 798 (1836)- 
Bentham & Hooker, Gen. Pl. I. p. 950 (1869). 

Cornus Sect. Microcarpium Spach, Hist. Vég. VIII. p. 92 (1839)- 
Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 435 (1893); Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells.« XII. p. 33 (1903). 

Sujda Opiz, Seznam. p. 94 (1852), nom. nud. 

Svida Small, Fl. South. United States p. 853 (1903). 

Cornus Subgn. Thelycrania Schneider, lllus. Handb. 1l. p. 437 
(1909)-Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, p. 49 (1910). 

Frutex vel arbor, interdum rhizomatifer. Folia simplicia annua 
vel biennia petiolata, opposita vel alterna, integra. Inflorescentia in 
apice rami hornotini terminalis cymoso-paniculati vel umbellato- 
cymosa. Pedicelli apice articulati. Calycis tubus urceolatus vel cam- 
panulatus teres vel costatus. Petala 4 oblonga valvata decidua. 
Stamina petalis alterna, filamentis subulatis. Ovarium 2-loculare. 
Stylus columnaris. Stigma capitatum vel clavatum vel truncatum. 
Discus pulvinatus. Ovula in loculis solitaria pendula. Drupa sphaerica 
vel ovoidea vel ellipsoidea, caerulea vel candida. Putamen crustaceum 
2-]oculare: 2-spermum. ‘Testa seminum membranacea. Albumen 
carnosum.  Radieula supera. 

Species circ. 30 in Asia, Europa et America bor. incolae. In Korea 
species 4 adsunt quae in seguentes sectiones distinguendae. 

Frutex, rhizomatifer. Folia opposita. Flores umbellato- 
Coys, Ce ob oodspabune ERES sete tu Mesomong 


Frutex vel arbor non rhizomatifer. Flores cymoso-paniculati. 
の 


Folia alterna. Putamen apice profunde subtetragono-foveolatum. 
9 


: : ーー Mesomera 
Folia opposita. Putamen non foveolata. ......Amblycaryum 

Cornus Sect. Mesomora Rafinesque, Alsogr. Amer. p. 62 (1838), 
sensu ampl. 

Syn. Cornus Subgn. Kraniopsis Rafinesque, l.c. p. 58. 

Cornus Sect. Microcarpium Spach, Hist. Vég. VIII. p. 92 (1839), 
pro parte. 

Cornus Subgn. Thelycrania Sect. Oppositifoli@ C. A. Meyer in Ann. 
Sci. Nat. 3 sér. IV. p. 60 (1845), pro parte. 

Cornus Sect. Microcarpium Subsect. Amblycaryum Koehne in 
Gartenfl. XLV. p. 286 (1896), pro parte; in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XII. p. 33 (1903), pro parte-Harms in Engler & Prantl, 
Nat. Pflanzenfam. IIT. Abt. 8. p. 266 (1897), pro parte. 

Cornus Subgn. Thelycrania Sect. Amblycarywm Subsect. Albide 
Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, p. 53 (1910), pro parte. 

Frutex rhizomatifer. Caulis caespitosus. Folia opposita. Flores 
subumbellato-corymbosi. Fructus candidi vel caerulescentes. Continet 


Cornum albam. 


5. Cornus alba Linnaeus (Tabula nostra XXIV). 


Cornus alba Linnaeus, Mant. I. p. 40 (1767)-Pallas, Itin. II. p. 
224 (1773), III, p. 246 & 317 (1776)-Lamarck, Encyclop. II. p. 115 
(1786)-L'Heritier, Cornus p. 6 (1788)-Willdenow, Sp. Pl. I. p. 662 
(1797)-Roemer & Schultes, Syst. Veg. III. p. 321 (1818)- Sprengel, Syst. 
I. p. 451 (1825)-A. P. de Candolle, Prodr. IV. p. 272 (1830).-Ledebour, 
Fl. Alt. I. p. 117 (1829); Fl. Ross. II. p. 379 (1846)- Forbes & Hemsley 
in Journ. Linn. Soc. XXIII. p. 344 (1888)-Korschinsky in Acta 
Hort. Petrop. XII. p. 344 (1892)-Rehder in Bailey, Cyclop. I. p. 3878 
(1900)-Komarov in Acta Hort. Petrop. XXV. pt. 1. p. 182 (1905)- 
Rehder in Bailey, Stand. Cyclop. II. p. 852 (1914). 

Syn. Cornus sylvestris fructu albo Ammann, Stirp. Rar. Ruth. p. 
196 t. XXXII (1739). 

Cornus tatarica Miller, Gard. Dict. ed. 8 (1768)-Franchet, FI. 


— rues 


Dav. I. p. 147 (1884), excl. syn.-Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 496 
(1893); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. XII. p. 38 (1903)-Nakai, 
Veg. Mt. Waigalbon in Chosen-iho, extra ed. p. 71 (1916)-Mori, 
Enum. Kor. Pl. p. 275 (1922). 

Cornus arborea, cymis nudis I. Baccis albis s. niveis Gmelin, Fl. 
Sibir. III. p. 163 (1768). 

Cornus senguinea (nou Linnaeus) Pallas, Fl. Ross. I. p. 50 (1785), 
pro parte. 

Cornus sibirica Loddiges in Loudon, Hort. Brit. p. 50 (1830); Cat. 
(1836)-Spach, Hist. Vég. VIII. p. 94 (1839)-C. A. Meyer in Mém. 
Acad. Pétersb. 6 sér. VII. p. 206 (1844), in Aun. Sci. Nat. 3 ser. 
IV. p. 61 (1845)-Fr. Schmidt.in Mém. Acad. Imp. Sei. Pétersb. 7 
Ser. XII. no. 2. p. 47 (186S)-Freyn in Oest. Bot. Zeits. LII. p. 111 
(1902). 

Cornus purpurea "Tausch in Flora XXI. p. 731 (1838)-Walpers, 
Repert. II. p. 485 (1843). 

Cornus alba 3 sibirica Loudon, Arb. & Frut. II. p. 1012 (1838). 

Cornus (alba L. var.) sibirica C. A. Meyer apud Maximowicz in 
Mém. Prés. Acad. Imp. Sci. St. Pétersb. Div. Sav. IX. p. 134 (1859). 

Cornus tatarica var. sibirica Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 496 
(1893). 

Cornus alba Subsp. tatarica Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. 
no. 229. p. 55 (1910)-Nakai in Journ. Coll. Sci. Tokyo, XXXI. p. 494 
(1911). 

Cornus subumbellata Komatsu in Matsumura, Icon. Pl. Koish. II. 
p- 55, Pl. 113 (1914)-Makino & Nemoto, Fl. Jap. p. 437 (1925). 

Cornus alba var. rutokensis Miyabe & Miyake, Fl. Saghalin p. 205 
(1915). 

Cornus rutokensis Miyabe & Miyake, 1.c. in nota. 

Frutex usque 4-5 metralis rhizomatifer. Caulis caespitosus. ‘Truncus 
saepe 4cm. diametiens; cortex sordide atro-cinereo-fuscus. Ramus 
annotinus lucidus rubro-purpurascens lenticellis albis sparse punctatus, 
hornotinus etiam glaber lucidus. Folia opposita; petioli 0.5-1.5 em. 


longi supra canaliculati et margine canali parse pilosi; lamina elliptica 


vel late elijptiea vel late ovato-elliptica, basi rotundata vel acuta, apice 
attenuata, 2-10 cm. longa 1-6 em. lata, supra viridia pilis setulosis 
minutis bipolaribus instrueta, infra glauca adpresse setulosa. Pedunculi 
terminales 2-4 em. longi teretes albo-hirtelli simulque pilis fuscescentibus 
setulosis minutis adspersi vel pilis elongatis desideratis. Inflorescentia 
subumbellato-corymbosa; pedicelli 2-10 mm. longi. Calycis tubus 
ovoldeus pilosus, limbi minutissimi subnulli. Petala alba 5 mm longa 
ovata. Filamenta 2.5-3mm. longa. Antherse elliptico-rotundat:e. 
Styli columnaris. Stigma papillosum. Fructus oblongo-rotundatus, 
maturitate candida et opaca. 

Hab. in Korea sept. creberrima. 

Distr. Ruthenia, Sibiria, Mongolia, Manshuria, Amur, Ussuri, 


Regio Ochotensis, Sachalin & Kamtschatica. 
第 2 節 み づき 節 
AOL PGR GER, WEF Yo 葉 へ 互生 、 一 年 生 、 核 へ 先端 


= 凹 入 ス 、 春 季 芽 ノ 伸 長 モ セン トス ル 頃 根 … 劇 シク 土 中 ノ 水 ラ 吸 フ 倉 2 瞳 
I ZZIKMEA 2 SUB DESAY SRP I, づき 之 = 局 ス 。 


S. みつ づき (第 武 拾 五 - 武 拾 夫 岡 ) 
チン ジン ナム 。 ミ エー イン ナム (HMA) 


FBR. Kole ABA KHER BEGET TERR SRE 
YET) FRAY. ALB. EER EMP RAT). HH 
AE, —4pAE. HERG => dR ApS ve PeREY. UENpoTRÉA. LED 
FEL FE. SE -- JL x Moar, HF 3-12 x 幅 1.5-S セ 
A. TRUE HUN = 4 5-S 本 、 表 面 へ 線 色 徴 毛 アリ 。 HORA + 7 
AZ DRIES vy FER 7 1-3 セ ュ メ 無 毛 駐 へ 微 ホ クラ 毛 ア リ 。 FER 
上 岐 統 状 = 分 岐 と 無 毛 駐 へ 微 ホ クノ 毛 ア 9. 381-2 SNE. AP AIF EE 
ス 長 サ 1.5 ミリ 許 、 夢 片 へ 短 ケ レ ド モ 共 ん 、 花 癖 ^ 自 用 廣 披針 形 長 サ 4 
s HW -:ÉT. FER 7 WEE. Xg— dev 1 ミリ 許 狂 形 、 花 柱 ヽ 
柱 汰 、 柱 頭 へ 殆 ンド 頭 状 、 BOK RIT I, BR RBZEY 6-7 ミリ 
許 。 核 っ 欧 端 凹 >。 

全 道 クノ 山 野 = 生 デ 。 

(分 布 )、 支 那 、 九 州 、 四 國 、 本 島 、 北 海道 。 


Cornus Sect. Mesomera Nakai, comb. nov. 

Syn. Cornus Subgn. Mesomera Rafinesque, Alsogr. Amer. p. 58 
(1838). (type C. alternifolia). 

Cornus Subgn. Thelycrania Sect. Aternifolie C. A. Meyer in Ann. 
Sci. Nat. 3 sér. IV. p. 59 (1845), 

Cornus Sect. Microcarpum Subsect. Bothrocarywm Koehne in 
Gartenfl. XLV. p. 285 (1896); in Mitt. Deutsch. Dendrol. Gesells. 
XII. p. 33 (1903). 

Cornus Sect. Thelycrania Subsect. Bothrocaryum  Koehne apud 
Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 266 (1897). 

Cornus Subgn. Thelycrania Sect. Bothrocarywm | Koehne apud 
Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, p. 49 (1910). 

Arbor vel arborescens vel frutex erhizomata. Folia alterna annua. 
Putamen apice profunde foveolatum. | Continet C. alternifoliam 


(America bor.) et C. controversam. 


6. Cornus controversa Hemsley 
(Tabula nostra XXV-XXVI). 


Cornus controversa Hemsley ex Prain in Bot. Mag. CXXXV. t. 
8261 (1909)-Hemsley in Kew Bull. (1909) p. 381-Schneider, Illus. 
Handb. Laubholzk. IT. p. 437 fig. 294 i, fig. 295 a-d (1909)-Nakai 
in Journ. Coll. Sci. Tokyo XXXI. p. 493 (1911); Chosen-Shokubutsu 
I. p. 427, fig. 569 (1914); Veg. Isl. Quelpaert. p. 71 no 992 (1914)-- 
Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no 229, p. 49, fig. 12. P-Q, 14. 
C-D (1910)-Rehder in Bailey, Stand. Cyclop. II. p. 852 (1914)- 
Bean, Trees & Shrubs I. p. 387 (1914)-Nakai, Veg. Mt. Chirisan p. 
41, no. 355 (1915)-Rehder in Sargent, Pl. Wils. II. p. 573 (1916)- 
Nakai, Veg. Diamond Mts p. 181, no. 508 (1918); Veg. Dagelet Isl. 
p. 23, no 275 (1919)-Mori, Enum. Corean Pl. p. 275 (1922).-Makino 
& Nemoto, Fl. Jap. p. 435 (1925). 

Syn. Cornus sanguinea (non Linnaeus) Thunberg, Fl. Jap. p. 62 
(1784). 

Cornus obovata Thunberg, Mus. Upsal. append. XVII. p. 3 (1809), 


nom. nud. 


Cornus brachypoda (non C. A. Meyer) Miquel in Ann. Mus. Bot. 
Lugd. Bat. II. p. 160 (1865)-Koch, Dendrol.-I. p. 685 (1869) pro 
parte-Koehne, Deutsch. Dendrol. p. 435 (1893). 

Cornus glauca Blume ex Koch, l. c. nota sub C. brachypoda, pro 
syn.-Koehne in Gartenflora XLV p. 286 (1896), pro syn.; XLVI. 
p. 96 (1897), pro parte. 

Cornus ignorata. (non Koch) Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. 
I. p. 196 (1875). 

Cornus macrophylla (non Wallich) Matsumura in Nippon Shokubutsu 
Meii p. 57, no 679 (1884)-K ohne in Gartenfl. XLV. p. 285 (1896), 
pro parte; XLVI. p. 96 (1897); pro parte-Palibin in Acta Horti 
Petrop. XVII p. 101 (1899), pro parte-Rehder in Bailey, Cyclop. I. 
p. 977 (1900), pro parte-Yabe in Tokyo Bot. Mag. XVIII. p. 30 
(1904)-Shirasawa, Icon. I. tab. LXXVII. fig. 13-23 (1905)-Nakai 
in Tokyo Bot. Mag. XXII. p. 106 (1908); in Journ. Coll. Sci. Tokyo 
XXVI. art. 1. p. 281 (1909)-Matsumura, Ind. Pl. Jap. II. pt. 2. p. 
446 (1912). 

Arbor. Cortex longitudine irregulariter suleatus sordide cinereo- 
fuscescens. Rami annotini lucidi lenticellis magnis notati rubescentes, 
hornotini glabri lenticellis minutis punctulati. Folia alterna annua; 
petioli primo adpresse setulosi mox glabrescentes; lamina integra late 
ovata vel rotundata, basi rotundata vel mucronata, apice mucronata 
vel cuspidata 5-12 em. longa 1.5-8 cm. lata, nervis lateralibus utrinque 
5-8 apice incurvatis, supra viridis parce setulosa mox glabrescens, 
subtus glauca densius setulosa. Pedunculi 1-3cem. longi glabri vel 
minute setulosi. Inflorescentia corymboso-paniculata apice planiuscula 
glabra vel parce minute setulosa. Calycis tubus ovoideus dense albo- 
setulosus 1.5 mm. longus, limbi acuti breves. — Petala alba late lanceolata 
caduca 4mm. longa dorso setulosa. Filamenta petalis fere aequilonga. 
Anthere 1mm. longs sagittate. . Styli columnares. Stigmata sub- 
capitata papillosa. Drupa nigra 6-7 mm. lata. Putamen apice foveo- 
latum. 

Nom. Jap. Mizuki. 


Nom. Cor. Chin-jin-nam, Mieinnam. 


Hab. in Korea tota, Quelpaert & Dagelet. 


Distr. China, Kiusiu, Shikoku, Hondo & Yeso. 


* c < EORDE H 


FAM HER, TE SE, GER I BE ota = WA by ARSE 
fifzevpartagkly 7KAMELA, WKAR 2 種 ア リ 。 


7. て うら せん みつ づき (CANE) 

小 誰 木 、 直 立 、 樹 居 ^ 柿 樹 = 似 タ リ 、 若 枝 = 光 澤 ア リ テ 薄 紅色 ナレ ト 
モ 始 メ ハ 小 サ キ 賠 毛 ア リ 。 葉 へ 竣 生 、 一 年 生 、 葉 柄 へ 長 サ 1-3 セ メ 、 無 
CE. BES >> WSN 50 >> SU INTE SC ER ITE 3 >> AGE At = 園 形 、 基 脚 
m= RIERA RY. RRM, Ri HE, IN + IAE TY 
裏面 ^ 折 クサ キ 賠 毛 多 と 、 長 サ 8-14 Xo. dH 1.5-7 x 2. HERO 


枝 ノ 先端 = 生長 み 1.5-2.5 セ メ 小 サキ 剛毛 アリ 、 花序 へ 岐 工 状 、 割 = 
boy, 22> 6 XD MISA Y EF 15 27, He bo 7 A 花 


WEA 7H 5 29, FERRO FEI RAR, > HEB. R15 
7 。 46k Fog = = DARBEEANT T^. BR. 
TEPBj. JPA. ARTS. BER Bw. BRE? HEAD 9. 


8. くま の みづき (第 武 拾 入 、 武 拾 九 岡 ) 
P S" aS ER tps Ius) 


QR. BYE > JKCUE = TI A 534r. AK EAE. SEVEN 
葉柄 へ 長 サ 7-20 c 2 MEE HEY > AGLI SC > Hs BB RUE SL > ROBT. Be 
7 8-18 x A. WE 3-11 & 2 JEM ke ey TTR. Mo LF IE 
85. Re VEN = aA. Zeit RE WE 9. ET zz. f 
脈 へ 両側 = 4-10 本 宛 、 花 梗 へ 頂 生長 サ 3-5 - A EE. FEF > UREA 
JÉT 9». 3EBj Ec 1.7-2 29, )* *B WIESE. SB» 5 個 
AU wv. FEM > AZ RENE. EG 5 s: 9. FER db > EE 5-2 Ml 
WA WEE 2 ミリ 。 FERED, FES SUA. BK 7 ERE TY BK 
2 FUF WERT vo 

中 南 、 全 雑 南北 、 度 南 、 湾 州 島 、 全 南 諸島 、 符 陵 島 = 自生 ス 。 

(分 布 ) ANS. MOB. AUN. SZ. 

Cornus Sect. Amblycaryum Nakai, comb. nov. 


ー 8414 一 


Syn. Cornus Subgn. Kraniopsis Rafinesque, Alsogr. Americ. p. 58 
(1838), pro parte. 

Cornus Subgn. Thelycrania Sect. Oppositifolim CO. A. Meyer in 
Ann. Sci. Nat. 8 sér. IV. p. 60 (1845), pro parte. 

Cornus Sect. Microcarpiwm  Subsect. Amblycaryum Koehne in 
Gartenfl. XLV. p. 286 (1896), pro parte; in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XII. p. 38 (1903), pro parte. 

Cornus Sect. Thelycrania Subsect. Amblycarywm Koehne apud 
Harms in Engler & Prantl, Nat. Pflanzenfam. III. Abt. 8. p. 266 
(1897), pro parte. 

Cornus Subgn. Thelycrania Sect. Amblycarywm Wangerin in Engler, 
Pflanzenr. IV. no. 229, p. (1910), pro parte. 

Arbor vel frutex. Folia opposita. Inflorescentia cymoso-paniculata. 


Putamen apice nondum foveolatum. 


7. Cornus coreana Wangerin (Tabula nostra XXVII-XXVIID. 


Cornus coreana Wangerin in Fedde, Repert. Nov. Sp. VI. p. 99 
(1908); in Engler, PHanzenr. IV. no. 229, p. 76 (1910)-Nakai in 
Journ. Coll. Sci. Tokyo XXXI. p. 493, tab. III. (1911); Chosen- 
Shokubutsu I. p. 427, fig. 534 (1914); Veg. Isl. Wangto p. 12 (1914). 

Syn. Cornus macrophylla (non Wallich) Forbes & Hemsley in Journ. 
Linn. Soc. XXIII. p. 345 (1888), pro parte-Palibin in Acta Hort. 
Petrop. XVII. p. 101 (1898) pro parte. 

Cornus brachypoda (non C. A. Meyer) Nakai in Journ. Coll. Sci. 
Tokyo XXVI. Art. 1. p. 281 (1909). 

Arborea erecta. Cortex trunci angulato-fissus ut Diospyros virginiana. 
Rami adulti cinerei, annotini lucidi parce rubescentes, hornotini dense 
setulosi. Folia opposita annua; petioli 1-3 em. longi glabri; lamina 
late ovata vel late obovata vel late elliptica vel oblonga rarius sub- 
rotundata, basi mucronata, apice cuspidata vel acuminata, margine 
integerrima plus minus repanda, supra viridis minutissime sparse 
setulosa, infra glauca crebrius setulosa 3-14 cm. longa 1.5-7 cm. 
lata. Pedunculi 1.5-2.5 cm. longi minutissime setulosi. Inflorescentia 


corymboso-panieulata potius parva. Calycis tubus dense albo-setulosus 


== 19h = 


1.5mm. longus, limbi minuti dentiformes. Petala alba vel albida 
5mm. longa dorso minute setulosa. Filamenta fere petalis aequilonga. 
Anthere sagittate 1.5mm. longs. Styli clavati. Drupa nigra. 
Nom. Jap. Chosen-midzuki. 
Hab. in Peninsula Koreana. 


Planta endemiea! 


S. Cornus brachypoda C. A. Meyer (Tabula nostra XXIX). 


Cornus brachypoda C. A. Meyer in Ann. Sci. Nat. 3 sér. IV. p. 
74 (1845)-Franchet & Savatier, Enum. Pl. Jap. I. p. 195 (1875)- 
Koehne, Gartenfl. XLVI. p. 96 (1897); in Mitt. Deutsch. Dendrol. 
Gesells. XII. p. 44 (1903)-Rehder in Sargent, Trees & Shrubs I. p. 
81, Pl. XLI. (1903)-Wangerin in Engler, Pflanzenr. IV. no. 229, 
p. 64, fig. 14. K-L (1910)-Rehder in Bailey, Stand. Cyclop. II. p. 
859 (1914)-Nakai, Chosen-Shokubutsu I. p. 428 (1914); Veg. Isl. 
Quelpaert. p. 71, no. 991 (1914); Veg. Mt. Chirisan p. 41. no. 356 
(1915); Veg. Dagelet Isl. p. 23 n. 274 (1919)-Mori, Enum. Corean 
Pl. p. 275 (1922)-Makino & Nemoto, Fl. Jap. p. 485 (1925), excl. syn. 

Syn. Cornus alba (non Linnaeus) Siebold & Zuccarini in Abh. 
Muench. Akad. IV. 2. p. 194 (1845)-Miquel in Ann. Mus. Bot. 
Lugd. Bat. II. p. 160 (1865); Prol. Fl. Jap. p. 92 (1866). 

Cornus corynotylis Koehne in Gartenflora XLV. p. 286; in Mitt. 
Deutsch. Dendrol. Gesells. XII. p. 48 (1903). 

Cornus macrophylla (non Wallich) Forbes & Hemsley in Journ. 
Linn. Soc. XXII. p. 345 (1888)-Schneider, Illus. Handb. II. p. 444 
(1909), pro parte-Bean, Trees & Shrubs I. p. 390 (1914), pro parte- 
Rehder in Sargent, Pl. Wils. VI. p. 575 (1916). 

Cornus ignorata (non Koch) Shirasawa, Icon. I. t. LXXVII. fig. 
1-12 (1905). 

Arbor. Cortex trunci longitudine irregulariter striatus vel canali- 
culatus. Rami glaberrimi lucidi sed triones apice minute strigillosi. 
Petioli 7-30 mm. longi glabri sed trionis parce strigillosi. Lamina 
elliptica vel oblonga vel late ovato-oblonga vel latissime ovata 8-18 em. 
longa 3-11 em. lata basi acuta vel truncata vel rotundata apice mucro- 


nata vel attenuata vel cuspidata, margine undulata, supra viridis 
minutissime strigillosa, infra glauca strigillosa, nervis lateralibus utrin- 
que 4-10. 


corymboso-panieulata subplana minutissime sparsim strigillosa. Calycis 


Peduneuli terminales 3-5 em. longi glabri. Inflorescentia 


tubus 1.7-2 mm. longus dense albo-strigilosus, dentes 5 triangulares 


breves. Petala alba late lanceolata 5mm. longa. Filamenta petalis 
aequilonga. Antherz oblongse vel oblongo-sagittatae 2mm. longee. 


Styli columnares : stigmata capitata papillosa. Drupa globosa atrata. 
Nom. Jap. Kumano-mizuki. 
Nom. Cor. Chinjinam vel Chin-nam. 


Hab. in Korea austr., Quelpaert et Dagelet. 
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あ を き 
どの ぜ ん だ た ちば な 
や * ま ぼう し 


Aucuba japonica Thunberg. 
Chamaepericlymenum canadense 
Ascherson & Graebner. 
Cynoxylon japonica var. typica 
Nakai. 


トウ メイ ナム 。 バク ター ル 
ナム 。 ジ シヤ ンタ ダ タール 。 トル ナム 


小 輸 や ま ぼ う し 
EES BIE SL 


チュ ユ ンター シン 


Cynoxyton japonica var. typica f. 
minor Nakai. 





AYA Rep Cynoxylon j aponica var. exsucca 
Nakai. 
Apap selige 3) IL A MI As Cos Cynoxylon japonica var. pe 
akai. 
3 ん Lb Macrocarpium officinale Nakai. 
HEADS Cornus alba Linnaeus. 
PODS FYVF ho ミエ ー イ ンチ ナ ュ | Cornus controversa Hemsley. 
朝鮮 みづき Cornus coreana, Wangerin. 
NOD 225 チン ジテ ム 。 チ ンチ ナム Cornus brachypoda C. A. Meyer. 
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エリ ダ 方 面 ヨ リ 入り シ 東 南 分 子 ト ミニ テー ラン アシ ンド ラン ドド 方 面 = 残 サ レ 
シー 小 居 域 き 西河 シタ 分 子 + ョ リ 成 ツテ 新 ナ 植物 著 ラ 形成 シタ 。 政 = 
BRON + aN fe 7 a Him b 7 dey 7 Jj 7 F ov Jk DER = PKL 
HOEK b HEWES b = 共通 = アッ タモ クノ デア ル シ 双 北米 ト 共 通 ク モラ ガ ア ルル 
ナラ バボ バ 夫 へ 北米 ノ 南 部 ニア ッ タ カ 又 っ 北 地 帯 ク 植物 デ ナ ク テハ ナラ ヌ 。 
今 、 局 ラ 分 布 表 デ 表 ヘス ト 爽 ノ 欄 = ナル 。 
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Eleutherococcus 
Kalopanax 
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IME Hits >> Acanthopanaz, Eleutherococcus, Kalopanaz, Tex- 
toria, 東亜 = 分 化 シ タ 特 産 ノ 局 デ アル 、 ア og, Oplopanaz, Aralia >> 
北米 ト 亜 細 亜 ト 共通 デア リ 、 特 = Aralia 南洋 方 面 迄 ニモ 分 布 シ テ 居 
ル 。 之 = 依 テ 見 ケト 氷河 ク 来 ナイ 前 、 即 チ 、 第 三 紀 = Panaz, Oplopanaz, 
Aralia 等 ク 局 へ 出来 テ 居 テ 北 米 ト 東亜 ト ガ 連 統 シタ 陸地 デア ッ タ 時 クノ 
JG ^H y 77227k 722152457 7 + 東 亜 ク モ フ ト っ 氷 


EX a= 
= 隔 テ ラ レ と 、 其 後 = 陸 モ 切 レ テ 、 途 = 別 レタ 植物 … 永 色 人 = 別 レ シュ トニ 
ラジ メジ シッ ンジ IRA 

Hedera へ 乏 = 反 シ と 、 西 分布 シタ 植物 デ 、 了 欧洲 共通 = ナッ テ 居 ん 、 
"EERERUNZ A-7er  Hedera colehina »K* DES GE 葉 ラ 持 ツ テ 居 テ 
一 見 必 別 出来 シ ケ レ ド モ 。 ガ egeyw Helin ハ 上 日 本 ノ き づ だ = ニョ ク 似 テ 
E HEH 7 BASE RE Sp hse. WEN A7JÉZXAERET)vXm 
5, 47 —BXJEEA vodRIBZ.3875-2157/b4€7-8RE 
SBI FD? Fish 7 Ws Av 2 hey FATE YY FB bhi BRR 
KB = SRF >» FEA BEY Br 7 FT ro 

Vu HR TERLA >> Aucuba 3c 2 XC WS BRH Z7 €T 9 SUE = 1 7 t 
A7T72J075-277.bz«8-—i/'^tD8 721520277727. 
Chamepericlymenum > 427 tip 7 7 > = ACLS 7 BC 
山 = ニ アル 。 RPCOUA POLK MIF ARF HI ABH AI WIHK 
WW 7 er pHk=HOH, AER ay 27 FP FI. Cynoxylon へ 北米 ト 
JOB 7 7 = 7 2 7 > SE 7 FB gas V. UK 
> ABEL TRE. Ye ITH? Cynorylon 2 FW 7 WH KESS IZ 
BLY F ye IBRIF FX. Macrocarpium > AINE 7 Hedera Ire. lk 
HAGE =H AEF Tr. Cornus >JER =A THR ZY PSK. BEN. 
BE» I^ BUR vo Ro, ek HWE Sat MEER E 9 9 RT 
Br? PAK. Bl, PSD b SEB LET T v EK. m. JO. dbEBQgD-4$7 
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